
上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

①

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

7,938

7,729

実績値

1,394

414 669

1,394 1,714
合　計

R01

474 469

171

H29（決算）R03時点

3か月・10か月児健診

H30（決算）

669 534

464

199171

335 398

167

601

237 237

178 187 155

398

178

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

414

H29

事
業
費

2歳児歯科検診

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

保健

医療機関との連携強化

総合戦略 の取組

健康づくりを促進するまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 42ページ

474

100%

基本施策

292 457

施策の展開方向

タイトル

509 403534

469 378

335

20.乳児・幼児健診受診の促進

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

357 506

602 602

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

生き活き対策課

健康増進係

H30

健康に対する意識を高めるとともに町民一人ひとりが実践でき、健康寿命の延伸を図るために仲間同士で予防に取り組むことができる
まちを目指します。

【医療機関との連携強化】

　新型コロナウイルス感染拡大予防対策（3密を回避した健診及び事業の実施として、消毒換気の徹底、事前問診及び計測の実施による
検診当日の滞在時間の短縮、少人数での案内時間の設定、人数の制限等）を医師会等関係機関と連携を図りながら、乳幼児健診、各種
検診等の実施及び上牧町第2次健康増進計画・食育計画を推進します。また、医師会・歯科医師会との会議や町医師による町民向けの講
演会を開催します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標① 乳児健診受診率

幼児健診受診率 目標（値） 98.0%

506
1歳8か月児健診

3歳児健診

474

340 355 355

1,714

1,585 1,645

1,430

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

1,700 1,700

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

1,391

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

独自

独自

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　新型コロナウイルス感染拡大予防対策(3密を回避した健診の実施として、消毒換気の徹底、事前問診及び計測の実施によ
る検診当日の滞在時間の短縮、少人数での案内時間の設定等）を医師会等関係機関と連携を図りながら取り組みます。コロ
ナ禍においても安心・安全に乳幼児健診を受診できるよう対策を講じ、受診勧奨を行います。
　新型コロナワクチン接種のスムーズな実施に向けて、適宜医師会との連携を図り、実施体制の改善を行っていく必要があ
ります。

100%

98.0%

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　新型コロナウイルス感染拡大予防対策（3密を回避した健診及び事業の実施として、消毒換気の徹底、事前問診及び計測の
実施による検診当日の滞在時間の短縮、少人数での案内時間の設定、人数の制限等）を医師会等関係機関と連携を図りなが
ら、乳幼児健診、各種検診等の実施及び上牧町第2次健康増進計画を推進します。また、医師会・歯科医師会との会議や町医
師による町民向けの講演会を開催します。
　医師会と連携し、住民が安心して新型コロナワクチン接種を受けられる体制を作ります。
　①新型コロナウイルス感染拡大予防対策を講じたワクチン接種の実施（会場設営・人員配置）
　②希望する住民が、早期にワクチン接種を受けられるための日程・人数の調整
　上牧町第2次健康増進計画・食育推進計画については、令和3年度が中間評価の年であるため、住民アンケートを実施し評
価の結果を住民に周知していきます。

指標
（予定）

乳児健診受診率

幼児健診受診率

評価

医療機関との連携強化

　新型コロナウイルス感染症の影響により、受診率が低下したと考えられます。安心・安全に乳幼児健康診査を受診できるように再度
新型コロナウイルス感染症対策方法を検討し、受診勧奨を行う必要があります。
　乳幼児健診、各種検診等の実施や、上牧町第2次健康増進計画・食育推進計画の目標達成に向けて、町内医療機関との連携を行ってい
くために、連携会議や連絡・相談等を随時実施していく必要があります。
　感染者の動向を注視しながら新型コロナウイルス感染症感染拡大予防対策（3密を回避した健診の実施として、消毒換気の徹底、事前
問診及び計測の実施による検診当日の滞在時間の短縮、少人数での案内時間の設定等）を引き続き医師会等関係機関と連携を図りなが
ら取り組みます。
　新型コロナワクチン接種のスムーズな実施に向けて、適宜医師会との連携を図り、実施体制の改善を行っていく必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　新型コロナウイルス感染症対策を講じながら乳幼児健診、各種検診等実施や、上牧町第2次健康増進計画・食育推進計画の目標達成に
向けて、町内医療機関との連携を密に実施していく必要があります。乳幼児健康診査は成長発達等について異常の早期発見の場となる
だけでなく、妊娠期から継続して育児の悩みや不安を訴えられる場としてのニーズがあります。感染者の動向を注視しながら、受診を
遅らせないよう勧奨する必要があります。
　町民全体の健康意識を高め、予防に取り組むことができるまちづくりを推進するために、町医による健康講座の開催や予防接種、各
種検診等で町医師会、歯科医師会、その他関係機関との協力連携が必要不可欠です。
　また、新型コロナワクチン接種の実施に向けても医師会と連携を図り、感染拡大防止対策を講じた実施を検討していく必要がありま
す。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　新型コロナウイルス感染拡大予防のため、上牧町歯科保健会議（年1回）、上牧町医師会会議（年1回）については、書面報告となり
ましたが、情報共有や説明を実施し、医療機関等との連携を図ることができました。ペガサスフェスタは中止となりましたが、町医に
よる健康講座の開催（1回）を実施することができました。令和2年3月・4月の乳幼児健診が新型コロナウイルス感染症対策のため延期
となりましたが、医師会・歯科医師会との相談・協力により、当初予定通りの回数（3・10か月児健診：11回、1歳8か月児健診：5回、2
歳児歯科検診：5回、3歳児健診：6回）を実施することができました。
　健（検）診当日について、医師会との連携を図りながら消毒換気の徹底、事前問診及び計測の実施による健（検）診当日の滞在時間
の短縮、少人数での案内時間を設定し一方向の流れを徹底しました。また、歯科医師会と協議し、飛沫による感染リスクが高い2歳児歯
科検診でのフッ素塗布を中止しました。
　新型コロナワクチン接種の実施にあたり、医師会と連携し、実施方法や実施体制等について討議を重ねました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

95.5%

事業の見直し余地
（改善点）

独自の指標② 幼児健診受診率 実績（値） 89.7%

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① 乳児健診受診率

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

【健診受診率】 （単位：％）

H30 R01 R02

3か月児健康診査 98.4 96.5 94.6

10か月児健康診査 94.3 97.2 97.6

1歳8か月児健康診査 92.2 95.9 91.7

3歳児健康診査 88.8 94.3 88.2

2歳児歯科検診 78.0 77.5 77.7



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

①

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

1,137

5,020

実績値

218
合　計

R01

43 14

0

H29（決算）R03時点

高齢グループ補助金

H30（決算）

100 100

52

00

70 70

82

29

184

163

80

4,000

80

0 0

0 0 0

70

0

45 80

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

保健

施策の展開方向

タイトル

健康上牧21計画の推進

指標①

42ページ

40人

健康づくりを促進するまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

高齢グループの事業の参加者人数

子どもグループの事業の参加者人数

成人グループの事業の参加者人数 目標（値） 60人

400人

基本施策

80100

14 45

70

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

80

R02時点（中長期）

105

H29

70

総合戦略 の取組

事
業
費

第２次健康増進計画・食育推進計
画中間評価支援業務委託料

項目/年度

100 100

105 100

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

生き活き対策課

健康増進係

H30

健康に対する意識を高めるとともに町民一人ひとりが実践でき、健康寿命の延伸を図るために仲間同士で予防に取り組むことができる
まちを目指します。

【健康上牧21計画の推進】

　健康上牧21の大目標である「夢とコミュニケーションいっぱいの上牧町」を目指して、健康上牧21計画および第2次健康増進計画・食
育計画の推進を図ります。新型コロナウイルスの感染状況を観察しながら、年度後半に延期できるものに関しては、再度計画立案し、
感染対策を講じた事業の見直しを行い、実施していきます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

80
成人グループ補助金

子どもグループ補助金

43

70 80

成果指標名

4,240

215 260 260

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

215

実績値

②計画通りに実施できなかった

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、高齢グループは、3事業のうち2事業を中止し、成人グループはウォーキ
ングを中止したため、活動内容が縮小されました。

218 184



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

独自

独自

独自

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　令和3年度も新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じた上での実施が求められます。各事業の定数や実施方法の再検討
を行い、住民が健康の意識を持ち健康寿命の延伸に向けて取り組むことのできる事業を計画していきます。また、その実施
時期に合わせた周知に取り組んでいきます。

80人

40人

50人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため健康上牧21計画推進員総会は書面決議で実施することとします。健康上牧21計画
の大目標である「夢とコミュニケーションいっぱいの上牧町」を目指して、令和3年度は、第2次健康増進計画・食育計画の
中間評価年であるため、住民アンケートを実施し、令和8年度までの後期計画の見直しを実施します。
　3グループの活動・親睦会については、新型コロナウイルスの感染状況を観察しながら、引き続き感染対策を講じた事業の
見直しを行い、実施していきます。

指標
（予定）

高齢グループの事業の参加者人数

成人グループの事業の参加者人数

子どもグループの事業の参加者人数

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じた上で、可能な事業に関しては実施することができました。高齢グループが令和3年度に再
編となるため、実行委員の新規募集を行います。また、新体制になるにあたり、事業内容の見直しを図る必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

〇食育推進計画の目標達成推移

　当初の目標である「夢とコミュニケーションいっぱいの上牧町」の実現のために、住民への積極的な周知・活性化を行うことが重要
です。そのためには、3グループの連携を強め、推進員と協働し、住民一人ひとりが健康寿命の延伸のため取り組んでいける環境づくり
が必要とされています。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

38人

　高齢グループの2事業が中止となったため、参加者人数は21人と、前年度より減少し、目標を大幅に下回る結果となりました。成人グ
ループも、ウォーキングが中止になったことで、参加者人数は29人と減少しました。しかし、サルコペニアについての講演会では、コ
ロナ禍で運動を中止していたが、家でできる運動を再開しようと思ったなどの意見が聞かれ、参加者への健康意識の向上に貢献する活
動ができました。子どもグループ事業は予定通り2回開催し、コロナ禍で人数制限を設けてはいましたが、38人と定員に近い申し込みが
あり、住民への周知は拡がっていると考えられます。
　3グループ間の横のつながりを強めるための親睦会や、ペガサスフェスタでの3グループ合同であいさつ運動が中止になったため、3グ
ループの連携を図ることができませんでした。
　高齢グループ・成人グループにおいては、事業が中止になったため、補助金の返還を行いました。
　食育推進計画の推進については、減塩・野菜摂取・バランス食について広報や給食だよりに掲載、各種教室や調理実習・健診等で啓
発、スーパーにポスター掲示する等して普及し、少しずつ改善傾向にあります。

独自の指標③ 子どもグループの事業の参加者人数

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

21人

独自の指標② 成人グループの事業の参加者人数 実績（値） 29人

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① 高齢グループの事業の参加者人数

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

健康上牧21計画の推進



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

①

③

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

12,004

12,004

実績値

4,141

4,141 5,234

4,141 5,234
合　計

R01

H29（決算）R03時点

賃金

H30（決算）

5,234 2,629

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

4,141

H29

事
業
費

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

保健

マンパワーの確保と人材発掘・育成

総合戦略 の取組

健康づくりを促進するまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 42ページ

70人

80人

基本施策

施策の展開方向

タイトル

0 02,629

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

0 0

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

生き活き対策課

健康増進係

H30

健康に対する意識を高めるとともに町民一人ひとりが実践でき、健康寿命の延伸を図るために仲間同士で予防に取り組むことができる
まちを目指します。

【人材の発掘・確保・育成】

　健康上牧21計画のボランティアグループ及び食生活改善推進員・がん予防推進員（フォローアップ講座及び啓発活動）の活動を推進
します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標① 子どもグループ実行委員の活動人数（延べ）

高齢グループ実行委員の活動人数（延べ）

成人グループ実行委員の活動人数（延べ） 目標（値） 100人

5,234

0 0

2,629

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

②計画通りに実施できなかった

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため健康上牧21計画の高齢・成人ボランティアグループに係る一部事業を中止
しました。そのため活動数が縮小されています。

0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

2,629

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

独自

独自

独自

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　健康上牧21計画のボランティアグループ及び食生活改善推進員の取組についても、令和3年度も継続します。
　自粛していたがん予防推進員の新規養成講座についても、感染対策を講じた実施の方法を検討します。

70人

70人

70人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　食生活改善推進員・がん予防推進員（新規養成講座、フォローアップ講習及び啓発活動）の活動を推進します。
　健康上牧21計画の高齢グループ実行委員の新規募集を行います。各グループ、感染対策を講じた上で安全に事業を企画、
実施します。

指標
（予定）

子どもグループ実行委員の活動人数（延べ）

成人グループ実行委員の活動人数（延べ）

高齢グループ実行委員の活動人数（延べ）

評価

マンパワーの確保と人材発掘・育成

　新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じた上で、開催を予定しましたが、急遽中止になった事業もありました。引き続き感染対策
を講じた活動、取組を検討します。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

令和2年度各グループの実行委員の人数
　子どもグループ　12人
　成人グループ　17人
　高齢グループ　16人
令和2年度がん予防推進員登録者数　32人

　新型コロナウイルス感染症の影響による自粛生活等で、住民の活動が制限されています。活動が制限されている中でも住民が主体と
なるボランティアの活動を進めることで、健康の意識を高め、健康寿命の延伸を図り、人とのつながりを作り、仲間同士で予防に取り
組むことができる町が求められています。ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

68人

　新型コロナウイルス感染症の影響で高齢グループの2事業と、成人グループのささゆりウォークが中止となったため、活動も制限され
ましたが、感染対策についての話し合い等も実施できました。ペガサスフェスタ、3グループ実行委員の親睦交流を目的とした健康上牧
21計画推進事業推進委員親睦会については中止となりました。
　食生活改善推進員は定例会10回（210人）、男性料理2回（10人）、味噌づくり1回（7人）、歩こう会4回（22人）を実施しました。活
動回数は合計18回、延べ人数は202人でした。
　がん予防推進員の活動は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、自粛をしましたが、フォローアップ研修を開催し、18人が参加
されました。がん経験者からの話を、あらかじめ撮影した映像放映という形で実施し、体験談等からがん検診の大切さを学ぶことがで
きました。

独自の指標③ 高齢グループ実行委員の活動人数（延べ）

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

10人

事業の見直し余地
（改善点）

独自の指標② 成人グループ実行委員の活動人数（延べ） 実績（値） 64人

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① 子どもグループ実行委員の活動人数（延べ）

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

①

④

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況
※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

58,436

54,639

5.6
（10.0）

実績値

4.0(7.2)

8,637 10,237

13.5
（20.0）

10.8
（19.0）

※各種検診の受診率については、総合計画策定時から計算方法が変更となっているため、新しい計算方法で算出した数値に置き換えています。なお、参考とし
て旧計算方法で算出した数値は（　　）書きで表記しています。

肺がん検診受診率 【40歳以上の男女】 ％
（5.1）

4.5
（6.8）

合　計

1,493

1,627

R01
（2019年）

2,016 2,334 2,583

8,637

6.7
（12.0）4.5(8.2)

2.3(4.3)

2.2(4.1)

2.6
（5.0）

1,493 1,830 2,916

3.6
（7.0）

R03
（2021年）
【目標値】

2,564 1,806

750

1,904

850 850

495 767 791

1,806

495

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

2,577

H29

事
業
費

肺がん検診

その他の検診・教室関係

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

保健

保健事業の充実

総合戦略 の取組

健康づくりを促進するまち

総合計画掲載ページ令和2年度 42ページ

2,404

4.5

2,577

施策の展開方向

タイトル

4,747 6,0634,945

1,601 2,137

2,564

13.ほほ笑み教室の開催

R01

917 1,601

H29（決算）R03時点

女性のがん検診（乳がん・子宮が
ん）

H30（決算）

4,001 4,945

1,679

4,001

2,137 2,463

6,289 6,289

成果指標名

10,237

10,674 14,037

11,054 14,254 14,254

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

11,054

実績値

2,583

2,334

563

2,016

767

1,712

令和2年度
実施結果

実施状況

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

生き活き対策課

健康増進係

H30

健康に対する意識を高めるとともに町民一人ひとりが実践でき、健康寿命の延伸を図るために仲間同士で予防に取り組むことができる
まちを目指します。

【受診率向上に向けた情報発信】【受診対象者へ個人通知等のアプローチの推進】【ヘルシー教室の充実】【乳幼児健診後の支援の充
実】【成人期から高齢期までの健康づくりの支援の充実】

　受診率向上に向けた取組（保険年金課と合同）として保健事業の健診・検診受診者にポイントを付与することにより、健康寿命の延
伸の実現を目指し、町民一人ひとりが目標を持つことにより健康づくりへの関心を高め、生活習慣病予防を推進します。
　子宮がん、乳がん検診前にはある特定の年齢に達する方に、はがきによる個別受診勧奨を行います。令和元年度に41歳に達する方に
乳がん検診の無料クーポン券を発行、21歳に達する方に子宮頸がん検診の無料クーポン券を発行します。
　また、大腸がん検診に関しては、40～60歳の5歳刻みの方に個別受診勧奨を行います。
　集団健診の特定健診とがん検診を同時実施できるようにし、利便性を図ります。レディースデイを設けがん検診と婦人検診を同時に
受診できる機会を設けます。
　健康寿命の延伸の一助として、健康に関する意識や関心を高めていただくために、講演会や生活習慣病関係の教室を開催し、教室終
了後も自主グループをつくりウォーキングをしていきます。健康づくりの意識を高め、健康的な生活習慣の定着の支援を行います。
　がん予防推進員に対し、フォローアップ講座を実施し、がん予防推進員の活動として、啓発・勧奨を実施してもらいます。
以下①～⑤の新型コロナ感染症拡大防止対策を講じて、安心・安全に健（検）診を実施していきます。
①検診時期の検討をします。②1日の受診者の人数制限を実施し、検診回数を増やします。③受付時間を細かく分けることで、密になら
ないようにします。④検診会場の配置を検討し、会場内の人数を制限します。⑤検診申込時も密にならないように可能であれば電話で
申し込みをしてもらいます。
　ほほ笑み教室で、小集団の中で一人ひとりの発達や特徴に合わせ、遊びを通じて心身の発達や社会性を促す指導及び助言を行う療育
プログラムを実施します。

R02 R03

目標（値）独自の指標

備考

指標① ほほ笑み教室利用者の満足度

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

基本施策

2,463

9.4
（16.4）

10.1(15.0)

4.2(6.4)

大腸がん検診受診率 【40歳以上の男女】 ％
（9.6）

5.2
（9.4）

胃がん検診受診率 【35歳以上の男女】 ％
（4.4）

2.7
（5.2）

胃がん検診

大腸がん検診

917

1,712 2,069 2,069

563

説明
（①以外を選択した場
合、理由や取組内容に

ついて記載）

①計画通りに実施した

12.2
（18.0）11.4(16.5)

乳がん検診受診率 【40才以上の女性】 ％
（14.3）

5.3
（8.0）3.4(5.1)

9.7
（17.0）7.7(13.1)

子宮がん検診受診率 【20歳以上の女性】 ％
（15.4）

4.6
（7.0）

5.8(10.1)

10.8
（16.0）



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

KPI

KPI

KPI

KPI

独自

9.7（17.0）%

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

保健事業の充実

4.8

4.6（7.0）%

5.6（10.0）%

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　受診率向上に向けた取組（保険年金課と合同）として保健事業の健診・検診受診者にポイントを付与することにより、健
康寿命の延伸の実現を目指し、町民一人ひとりが目標を持つことにより健康づくりへの関心を高め、生活習慣病予防を推進
します。
　子宮がん、乳がん検診前にはある特定の年齢に達する方に、はがきによる個別受診勧奨を行います。令和元年度に41歳に
達する方に乳がん検診の無料クーポン券を発行、21歳に達する方に子宮頸がん検診の無料クーポン券を発行します。
　また、大腸がん検診に関しては、40～60歳の5歳刻みの方に個別受診勧奨を行います。
　集団健診の特定健診とがん検診を同時実施できるようにし、利便性を図ります。特定健診と婦人検診の同時実施及び、骨
密度検診も単独実施します。
　健康寿命の延伸の一助として、健康に関する意識や関心を高めていただくために、講演会や生活習慣病関係の教室を開催
し、教室終了後も自主グループをつくりウォーキングをしていきます。健康づくりの意識を高め、健康的な生活習慣の定着
の支援を行います。
　がん予防推進員に対し、フォローアップ講座を実施し、がん予防推進員の活動として、啓発・勧奨を実施してもらいま
す。
以下①～⑤の新型コロナ感染症拡大防止対策を講じて、安心・安全に健（検）診を実施していきます。
①検診時期の検討をします。②令和2年度を踏まえ、1日の受診者の人数と検診回数を増やします。③受付時間を細かく分け
ることで、密にならないようにします。④検診会場の配置を検討し、会場内の人数を制限します。⑤検診申込時も密になら
ないように可能であれば電話で申し込みをしてもらいます。
　新型コロナウイルスの感染状況を見ながら感染防止策を十分に行い、安心安全にほほ笑み教室を行います。発達相談や健
診にて発達が気になる幼児に早期からの療育支援の必要性を伝え、療育支援教室への通級の声かけを行い、個々に合わせた
成長を促していきます。

指標
（予定）

胃がん検診受診率

大腸がん検診受診率

肺がん検診受診率

子宮がん検診受診率

ほほ笑み教室利用者の満足度

11.5（16.6）%乳がん検診受診率

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　新型コロナウイルスワクチン接種事業の円滑な実施のため春検診は実施せず、秋と冬検診として実施します。県と比較し
て子宮頸がんによる死亡数が多いという現状から、特定健診とレディース検診の同日実施を設定し、女性の方が検診を受診
しやすいように、検診の利便性を図ります。
　がん検診のチラシ配布、がん予防推進員によるがん検診の受診啓発活動等、受診勧奨を実施していきます。
　一人ひとりの成長に合わせた支援が今後も引き続き必要であり、発達相談や健診にて発達遅滞が疑われる幼児にほほ笑み
教室を案内していますが、中には幼児の個性ととらえ通級に至っていない例があります。発達の早期支援の必要性を伝えて
いますが、少しでも多くの幼児が通級に至るよう引き続き助言を行います。

2.6（5.0）%

評価

事業の見直し余地
（改善点）

　新型コロナウイルス感染拡大予防対策を踏まえた上で、健（検）診の受診勧奨の方法・機会（特定健診とレディース検診の同日実
施）について検討する必要があります。
　受診率向上に向けて令和2年度の実施状況等を踏まえて、感染症対策を徹底し、安心・安全に検診を受けていただけるような実施方
法、さらに受診者数の増加につながる実施方法を検討していく必要があります。
　がん予防推進員の新規養成講座を実施し、活動を広げていく必要があります。
　発達相談や健診にて発達が気になる幼児に早期からの療育支援の必要性を伝え、療育支援教室への通級の声かけをし幼児の健やかな
育成を図っていきます。

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　5がん検診全て、受診者数は減少しています。新型コロナウイルス感染症の影響により、集団検診では例年より定員を少数にしての実
施となったことも要因の一つと考えられます。また、個別検診では医療機関への受診を控える方が一定数いたと考えられます。そのた
め集団検診では予約枠が定員いっぱいになり、希望日時での受診ができなかった方もおられることから、関心やニーズは変わらずある
と考えられます。引き続き新型コロナウイルス感染症の状況を注視し、感染対策を講じながら実施する必要があります。
　ほほえみ教室については、発達遅滞が疑われる幼児は発達相談や幼児健診にて毎年複数人おり、早期からの療育支援の必要性があり
ます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　保険年金課と合同で、けんしんGOポイント事業を実施し、受診率の向上を図るとともに健康寿命の延伸の実現を目指し、町民一人ひ
とりが目標を持つことにより健康づくりへの関心を高め、健康的な生活習慣の定着を推進しました。今年度もポイントを貯めて交換で
きる景品を3種類準備しました。
　令和元年度春と秋で実施していた集団検診を、新型コロナウイルス感染症の影響により令和2年度は春の集団健(検）診を延期し、秋
と冬の2回に分けて実施しました。新型コロナウイルス感染症対策を講じながら集団健(検）診の特定健診とがん検診を同時実施できる
ようにし、利便性を図りました。子宮頚がん・乳がん検診前には、はがきや電話による個別受診勧奨を行いました。また、大腸がん検
診に対しては5歳刻みの個別受診勧奨を実施しました。各種教室に赴いて、集団検診の申込みの周知・勧奨を行いました。がん検診の案
内チラシ等に、地区別のがん検診受診率を掲載し、上牧町の現状を周知することができました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、受診を控える方が一定数いたと考えられます。また、集団検診では密にならないように、
人数を制限して実施しました。そのため、前年度より5がん検診全て受診率は低下していますが、大腸がん・子宮頸がん・乳がん検診に
おいては、目標値を達成することができました。
　健康寿命の延伸の一助として健康に関する意識や関心を高めていただくために、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら講演会
や生活習慣病関係の教室を開催し、コロナ禍においても健康づくりの意識を高め健康的な生活習慣の定着の支援を行いました。
新型コロナウイルス感染症の影響もあり、がん予防推進員新規養成はできませんでしたが、がん予防推進員のフォローアップ研修には
18人の方が参加されました。講演会の参加率は56％でした。
　ほほ笑み教室参加者の保護者を対象に療育支援教室の評価とアンケートを実施しました。利用者満足度を7項目に渡り5段階評価にて
行い、利用されている幼児と保護者の充実感がうかがえました。

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

4.7

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① ほほ笑み教室利用者の満足度



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

②

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年）

42.0

36.6

29.0 31.0

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

166,116

165,281

実績値

18,931

39,845

42,308 41,938 40,680

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

18,931

H29

事
業
費

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

医療

医療保険制度の充実と円滑な運営

総合戦略 の取組

町民一人ひとりが健康でいきいきと暮らせるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 44ページ

生き活き対策課

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

41,938 40,680

R01

42,308

基本施策

施策の展開方向

タイトル

41,938 39,84542,30818,931 22,259

H29（決算）R03時点

適応適正化事業・特定健診事業

H30（決算）

22,259

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

住民保険課

保健事業係

H30

症状に応じ安心して医療が受けられるようにするとともに、家庭や地域において、町民一人ひとりが健康づくりに取り組みながら、心
身ともに健康でいきいきと暮らせるまちを目指します。

【特定健診の受診勧奨による疾病の早期発見・早期治療の推進を行い受診しやすい環境の整備】【特定保健指導の利用促進】【保険証
にジェネリック医薬品の希望の記載あっせん】

特定健診・特定保健指導：40歳以上75歳未満の国保の被保険者を対象に糖尿病、高血圧症、脂質異常症等の生活習慣病の予防を図るこ
とを目的とした健康診査。特定健診の結果に基づき、必要度に応じた保健指導を実施。
健康診査：後期高齢者医療制度の被保険者を対象に糖尿病、高血圧症、脂質異常症などの生活習慣病の予防を図ることを目的とした健
康診査
人間ドック等助成：国保の被保険者を対象に人間ドックに要した費用の上限40,000円とし助成
※令和元年度より要した費用の2分の1（20,000円を上限）から上限40,000円に変更
後期高齢者医療の被保険者を対象に人間ドック等に要した費用の2分の1（20,000円を上限）とし助成
医療費分析：保健事業計画の分析、評価を行い医療給付費の適正化を推進するための事業。
上牧町けんしんGO！ポイント事業：特定健康診査、がん検診、肝炎ウイルス検診又は歯周病疾患検診を受診した者で3ポイント以上付与
された者に対し、商品券（入湯券、クオカード、グルメカード）を交付
上牧町国民健康保険健康優良世帯表彰：表彰を行う前年度中に被保険者全員が療養の給付や支給を受けていない世帯で、特定健診を受
診している世帯に対し、記念品（クオカード10,000円）を贈呈します。　※令和元年度は5,000円
国保ヘルスアップ事業（特定健診未受診者対策　特定保健指導未利用者対策）（業務委託）：特定健診の受診を習慣化し、疾病予防、
重症化予防につなげるため、特定健診未受診者データの作成、電話や訪問による受診勧奨、特定保健指導が必要な方には相談、指導を
実施
ジェネリック医薬品差額通知書発送：ジェネリック医薬品に切り替えた場合に、自己負担額が安くなることを通知をする

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標① 人間ドック受診者数

目標（値）

470人

R02
（2020年）

目標値

42,308

実績値

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

18,931 22,259
合　計

国民健康保険に加入している40
歳から74歳までの人のうちメタ
ボ対策の健康診断を受けた人の
割合

％ 27.2 36.2

22,259

41,938

成果指標名

令和2年度
実施結果

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

特定健康診査受診率



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

□ ■ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

独自

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　特定健診未受診者対策事業実施の効果で受診者数は年々増えています。健診結果に基づき、特定保健指導が必要な人へ確
実に実施します。医療費分析においても、一人当たりの医療費は減少傾向に推移していますが、生活習慣病の基礎疾患の受
診率が増加傾向であるため、生活習慣改善事業を推進し、糖尿病性腎症重症化予防事業を実施することで生活習慣病の発
症、重症化予防を図ります。令和4年度に向けて、高齢者の保健事業と介護予防の一体的な事業を実施するにあたり、国保の
視点からの地域包括ケアの推進、一体的実施の取組を強化する必要があります。

42%

470人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

特定健診、健康診査、人間ドック等助成、上牧町けんしんGO！ポイント事業、未受診者対策、特定保健指導：健診は3方式①
集団検診（保健センターで実施）②個別健診（奈良県内登録医療機関で実施）③人間ドックにより実施。集団検診は町が実
施する各種がん検診と同時受診できるように配慮します。特定健診受診者のインセンティブ付与（上牧町けんしんGO！ポイ
ント事業）を実施します。健診未受診者には、健診を受診勧奨の電話、訪問で受診勧奨を行います。（特定健診未受診者対
策事業　業務委託）健診結果から保健指導が必要な人へ確実に保健指導を実施（特定保健指導未利用者対策事業　事業委
託）します。住民一人ひとりが生活習慣病の発症及び重症化を予防するために生活習慣予防事業、特定健診受診者で、内服
中のため特定保健指導対象外となった人で生活習慣の改善が必要な人には、生活改善事業を実施します。
医療費分析：医療費適正化対策として、保健事業計画の分析、評価を行い医療給付費の適正化を推進する事業、医療費通
知、ジェネリック差額通知を実施します。
上牧町国民健康保険健康優良世帯表彰：前年度中に被保険者全員が療養の給付や支給を受けていない世帯で、特定健診を受
診している世帯に対し、商品券を交付します。
　奈良県が財政運営の主体となり、国保運営における医療費適正化の推進や財政健全化などの取組推進のための財源として
保険者努力支援制度による交付金の活用が重要であると考えます。今後も保健事業取組の新規事業（高齢者の保健事業と介
護予防の一体的な実施事業）の実施や充実、強化に努めます。

指標
（予定）

特定健康診査受診率

人間ドック受診者数

事業の見直し余地
（改善点）

　特定健診受診率、特定保健指導実施率の向上を図り、必要な人に必要な保健指導を実施し、疾病の予防から重症化を防ぎ、医療費の
抑制や介護給付費の抑制へ繋げるためには、生き活き対策課との連携の強化が不可欠です。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　人間ドック等助成事業は、令和元年度より2年間限定で助成額を上限4万円に増額変更しました。最終年度となる令和2年度の実施人数
は大幅に増える見込みでしたが、年度当初から緊急事態宣言が発令され、集団健診中止や医療機関が人間ドックの未実施等の影響をう
け、人間ドック等実施人数は目標値より15人少ない455人となりました。年度末にかけ非常に多くの方が申請され、人間ドック等の受診
を必要とされています。令和3年度も助成額上限4万円が延長実施となり、令和2年度並みの実施人数となる見込みです。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

特定健診・特定保健指導：特健受診率　令和元年度36.2%（県平均33.6%）に対し、令和2年度は36.6%（県平均30.0%）県平均を上回りま
したが目標値42％を達成するためには、更なる健診未受診者対策が必要です。特定保健指導受診率　令和元年度3.4%に対し、令和2年度
は50％を上回る見込みです。
人間ドック等助成：令和元年度より受診に要した費用のうち40,000円を上限（平成30年度要した費用の2分の1　上限20,000円）に助成
額を引き上げた結果、令和元年度414人　令和2年度455人と増加しました。課題としては、健診結果に基づき、治療につなげる必要があ
ります。
医療費分析：1人当たりの医療費、医療受診率は、この3年間で最も低く、奈良県・同規模団体より低い状況です。1件当たりの医療費も
令和元年度は、前年度より低く、奈良県・同規模団体・国より低い状況で、生活習慣病の状況として、医療費は外来・入院ともに減少
傾向で推移していますが、基礎疾患である「高血圧症」「糖尿病」の受診状況は奈良県を超えています。
上牧町けんしんGO！ポイント事業：発行率令和元年度11.3％（474人/4184人）　令和2年度7.4%（283人/3824人）
上牧町国民健康保険健康優良世帯表彰：令和元年度11世帯　令和2年度15世帯
国保保健指導事業（健診未受診者対策）業務委託：未受診者へ電話、訪問による受診勧奨を実施しました。（電話対象者577人のうち
384人、家庭訪問1,880人のうち1,372人）
ジェネリック医薬品差額通知：先発医薬品を処方したレセプトで、後発医薬品を利用した時に一定額（1剤当たり200円）以上削減効果
が望まれる被保険者に年4回送付。令和2年度966件　国保事務支援センターから送付。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

455人独自の指標① 人間ドック受診者数

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

医療保険制度の充実と円滑な運営

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）

評価

【特定健康診査受診率及び特定保健指導実施率】 （単位：％）

H30 R01 R02

特定健康診査受診率 34.7 36.2 36.6

特定保健指導実施率 6.0 3.4 55.0



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

②

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

6,775

6,799

実績値

1,934

R01

H29（決算）R03時点

在宅医療・介護連携推進事業

H30（決算）

1,994 923

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

1,934 1,994

1,934 1,994
合　計

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

1,934

H29

事
業
費

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

医療

在宅医療サービスの充実

総合戦略 の取組

町民一人ひとりが健康でいきいきと暮らせるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 44ページ

25件

120件

基本施策

施策の展開方向

タイトル

909 1,039923

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

962 962

成果指標名

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

生き活き対策課

地域包括支援センター

H30

症状に応じ安心して医療が受けられるようにするとともに、家庭や地域において、町民一人ひとりが健康づくりに取り組みながら、心
身ともに健康でいきいきと暮らせるまちを目指します。

【地域による在宅医療体制の充実】

　病院から地域へシームレスな在宅移行ができ介護が必要な方が安心して病院への入退院と在宅療養ができる環境づくりを目的に、保
健所主導のもと西和地域7町と医療機関、ケアマネジャー等が連携して平成29年度に「西和地域7町における入退院連携マニュアル」を
策定しました。令和2年度から入退院調整ルールづくり事業の実施主体が保健所から西和地域7町へ移行することに伴い、退院調整率を
抽出するためのアンケート調査内容の改善等を行うとともに、スムーズに入退院できるようお薬手帳、医療機関の診察券やケアマネ
ジャーの名刺等の必要物品を書面にまとめた「あんしんセット」の導入についても検討予定です。
　医療・介護関係者の交流サイト「生き活きSNS」の活用促進として上牧町被保険者の方が利用する事業所へ範囲を拡大し、事業所の登
録者数を増やします。また、「生き活きSNS」本来の目的である「交流」を増やすため、町から積極的に研修や様々な情報、質問等を踏
まえた投稿内容にすることで事業所が投稿しやすいような話題提供を行い、より医療と介護の情報連携がしやすい環境づくりを行いま
す。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標① SNS上での町の情報発信数

SNS上での事業所投稿数 目標（値）

1,994

909 1,039

923 962 962

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

923

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

独自

独自

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　医療・介護関係者の連携強化の促進や日々の業務に役立てるため、「生き活きSNS」上で上牧町の地域資源情報を閲覧でき
るリンクサイトの立ち上げを検討します。また、コロナ禍のため医療・介護関係者が一堂に集まり会議や意見交換会を開催
することが困難な状況なので、引き続きSNS上で様々な情報提供をするとともに、SNS上で意見を募るなど積極的に活用して
いく必要があります。

100件

38件

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　病院から地域へシームレスな在宅移行ができ、介護が必要な方が安心して病院への入退院と在宅療養ができる環境づくり
を目的に、平成29年度に「西和地域7町における入退院連携マニュアル」を策定しました。令和3年度も医療機関やケアマネ
ジャーへのアンケート調査を通して退院調整の状況を確認し、連携への課題の抽出などを検討していきます。また、西和地
域7町で共通して使用する入退院に必要な物品を書面にまとめた「あんしんセット」をケアマネジャーを通して介護サービス
利用者に配布し、配布後の活用状況を確認します。
　医療・介護関係者の交流サイト「生き活きSNS」を活用して研修や新型コロナウイルス関連の情報等を共有するとともに、
SNS上で意見交換なども行えるよう町から積極的に発信していきます。また、医療・介護関係者の連携強化の促進や日々の業
務に役立てるため、「生き活きSNS」上で上牧町の地域資源情報を閲覧できるリンクサイトの立ち上げを検討します。

指標
（予定）

SNS上での町の情報発信数

SNS上での事業所投稿数

評価

事業の見直し余地
（改善点）

　「生き活きSNS」の運用に関して、医療・介護関係者の意見を参考にして「生き活きSNS」が医療・介護関係者にとってより価値のあ
るものとするため、新たな機能の実装を検討する必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　高齢者が住み慣れた地域で自分らしく生活できる環境を整備するためには、包括的かつ継続的な在宅医療・介護サービスを提供する
仕組みづくりが必要となり、今後ますます医療と介護の連携が必要になります。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　令和2年10月の1か月間を対象に入退院連携実施状況のアンケート調査を実施したところ、コロナ禍のため通常の連携体制が困難な状
況下にもかかわらず、ケアマネジャーと西和地域6病院での退院調整率が前年度の78.5％から92.3％へと大幅に向上しており、ルールに
則った連携が図れていることがわかりました。このことから、今までの顔の見える関係づくりや退院調整ルール作り事業などで培われ
た連携体制が活かされ、医療・介護関係者の連携体制がより強化されていると考えられます。また、「あんしんセット」についても、
令和3年度からの導入に向けて西和地域7町の医療機関・ケアマネジャーの意見をもとに予定通り作成しました。
　「生き活きSNS」では医療・介護に関連する情報、新型コロナウイルスに関する情報や感染対策の工夫点等の共有や、コロナ禍のため
医療・介護関係者が集まり意見交換会を開催することが困難なことから、SNS上で今後の活用方法に関する意見交換等を行いました。町
の情報発信数の目標は達成できなかったものの、事業所の投稿数では目標を上回る結果となり、情報共有の場として少しずつ定着して
いると考えられます。また、利用登録事業所数は前年度と比較して34か所増加して合計106か所となり、より多くの事業所と情報共有や
連携のとれる場となっています。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

87件独自の指標① SNS上での町の情報発信数

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

在宅医療サービスの充実

独自の指標② SNS上での事業所投稿数 実績（値） 36件

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）

80.2％ 78.5％

92.3％

H30

（12月）

R01

（6月）

R02

（10月）

【西和地域6病院からの退院調整率】

※各年度の1か月間のアンケート調査を

基に算出した退院調整率



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

②

③

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

1,261 1,750

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

863

実績値

700
不育症治療費助成

需用費

211

1

724

1,075 1,900

863

成果指標名

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

生き活き対策課

健康増進係

H30

症状に応じ安心して医療が受けられるようにするとともに、家庭や地域において、町民一人ひとりが健康づくりに取り組みながら、心
身ともに健康でいきいきと暮らせるまちを目指します。

【不妊治療助成制度の利用促進】【不育症治療助成制度の利用促進】

　事業の周知に向け、今年度も広報、ホームページ、健診の場等で啓発をします。近隣の産婦人科にチラシやパンフレットの設置協力
を依頼するなど周知します。
　不妊・不育症治療について助成制度を利用された方、検討されている方へニーズ調査を実施し、補助金の増額や助成期間の延長等、
事業内容について検討します。
　令和元年度のアンケートを令和2年度も継続して実施し、周知状況を確認します。アンケートの回答の選択肢が、（十分知っている、
ほぼ知っている、あまり知らない、まったく知らない）と曖昧な聞き方であったため、今年度からは（よく知っている、名前だけ知っ
ている、知らない、その他）に変更します。
　転入者や、保健所へ特定不妊治療の申請に来た方への情報提供について検討します。

R02 R03

目標（値）
独自の指標

備考

指標① 事業認知度（よく知っている、名前だけ知っている人の割合）

目標（値）

40%

基本施策

1

施策の展開方向

タイトル

905 1,400806

101 57

19.不妊・不育症治療助成制度の利用
促進

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

57 700

560 1,050

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

510

H29

事
業
費

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

医療

不妊・不育症治療支援

総合戦略 の取組

町民一人ひとりが健康でいきいきと暮らせるまち

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 44ページ

500

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

510 623

721 724
合　計

R01

211 101

H29（決算）R03時点

不妊治療費助成

H30（決算）

623 806

169

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

5,319

5,283

実績値

721



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

独自

ー

ー

不妊・不育症治療支援

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）

事業の見直し余地
（改善点）

　事業に関する認知度は増加し、不妊・不育治療が必要な方も増加していくことが考えられます。今後も広報、ホームページ、健診の
場等で啓発するほか、個別に周知できるように近隣の産婦人科でのチラシ、ポスター掲示を継続します。
　県の特定不妊治療助成の所得制限が撤廃されたことを受けて、上牧町も所得制限を撤廃し、周知を図ります。
　不妊治療について助成制度を利用された方、相談に来られた方へニーズ調査を実施し、補助金の増額や助成期間の延長等の事業内容
について検討をしていく必要があります。

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

【アンケート実施時間】4/7～7/15
【対象者】乳幼児健診、乳幼児相談、プレパパママ教室に来られた方
【アンケート結果】
　知っている（よく知っている、名前だけ知っている）・・・　82人（56.2％）
　知らない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　63人（43.2％）
　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　 1人（0.7％）

【アンケート実施時間】10/1～3/31
【対象者】妊娠届出に来られた方
【アンケート結果】
　知っている（よく知っている、名前だけ知っている）・・・　23人（46％）
　知らない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・　27人（54％）

　厚生労働省の発表によると、日本では、夫婦全体の約5.5組に1組の割合で、不妊の検査や治療を受けた（または現在受けている）こ
とがあると言われています。また、不妊を心配したことがある夫婦は35.0%であり、夫婦全体の約2.9組に１組の割合と言われていま
す。また、令和3年から特定不妊治療費助成の所得制限が撤廃されたこともあり、国として、不妊治療に悩む夫婦に対して経済的支援を
促進しています。本町も、特定不妊治療にステップアップするまでの、一般不妊治療の治療費にかかる経済的支援はニーズが高いと考
えられます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　4/7～7/15で、乳幼児健診、乳幼児相談、プレパパママ教室に来られた方を対象にアンケートを実施し、知っていると回答した人は82
人で56.2%でした。ただし、同じ回答者が含まれている可能性があり、正確な結果がでないと考えられたため、改めて10/1以降は妊娠届
出に来られた妊婦を対象にアンケートを実施しました。回答数50人のうち知っていると回答した人は23人で46%であり目標を達成しまし
た。
　不妊治療費助成申請件数は15件、不育治療費助成申請件数は2件であり、令和元年度と比べて横ばいでした。
　9月広報に折込チラシを入れ周知を図りました。また、出産施設である林産婦人科五位堂医院と不妊治療施設（ミズクリニックメイワ
ン）へ助成案内のパンフレットを配布し周知を図りました。
　平成28年度に助成を開始してから、不妊治療費助成申請者から8人、不育症治療費助成申請者から3人の出生がありました。また、令
和2年度に不妊・不育治療助成申請者のうち7人が妊娠されました。

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

53.6%独自の指標① 事業認知度（よく知っている、名前だけ知っている人の割合）

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　事業に関する認知度は向上し、不妊・不育治療が必要な方も増加していくことが考えられます。今後も広報、ホームペー
ジ、健診の場等で啓発するほか、個別に周知できるように近隣の産婦人科でのチラシ、ポスター掲示を継続します。知った
きっかけで一番多かった広報においては、年2回の掲載を年3回に増加して周知し、一人でも多く不妊・不育に困っている方
に利用してもらえるようにします。
　県の特定不妊治療助成の所得制限が撤廃されたことを受けて、上牧町も所得制限を撤廃するため、早期に広報等にて周知
を図ります。
　就学前までの子どもがいる転入者へ配布している資料に、一般不妊・不育症治療助成事業のチラシを同封して周知を図り
ます。
　不妊治療について助成制度を利用された方、相談に来られた方へニーズ調査を実施し、補助金の増額や助成期間の延長等
の事業内容について検討をしていく必要があります。

55%

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　広報で事業を知った方が多かったため、これまで年度内に2回の掲載を年度内に3回（5月、9月、2月）に増加して周知しま
す。今後も広報、ホームページ、健診の場等で啓発するほか、個別に周知できるように近隣の産婦人科でのチラシ、ポス
ター掲示を継続します。令和3年度からは、所得制限の撤廃のため、早期に広報等にて周知を図ります。また、就学前までの
子どもがいる転入者へ配布している資料に、一般不妊・不育症治療助成事業のチラシを同封して周知を図ります。
　令和2年度のアンケートを令和3年度も継続して実施します。
　不妊治療について助成制度を利用された方、相談に来られた方へニーズ調査を実施し、補助金の増額や助成期間の延長な
どの事業内容について検討をしていく必要があります。

指標
（予定）

事業認知度（よく知っている、名前だけ知っている人の割合）

53.6%
45.9%

0.5%

知っている

（105人）

知らない

（90人）

その他

（1人）

【申請件数】 （単位：件）

H29 H30 R01 R02

不妊治療 8 9 15 15

不育症治療 3 2 1 2

H28

3

1

＜何で知ったか？＞複数回答

42人

18人

9人

1人

0人

0人

8人

子育て支援ガイドブック

ポスター

ぱーぷるママ

母子健康手帳アプリ

その他

広報

ホームページ

【助成制度の認知度】



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

②

④

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

489,250

467,813

実績値

101,299
合　計

R01

H29（決算）R03時点

福祉医療費助成事業

H30（決算）

96,310 97,019

82,270

96,310

82,270

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

医療

施策の展開方向

タイトル

保健・福祉・医療との連携

指標①

44ページ

福祉課、こども未来課、生き活き対策課、教育総務課

町民一人ひとりが健康でいきいきと暮らせるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

基本施策

92,73495,200

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

101,299

H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

98,764 95,858

101,299 96,310

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

住民保険課

国保係

H30

症状に応じ安心して医療が受けられるようにするとともに、家庭や地域において、町民一人ひとりが健康づくりに取り組みながら、心
身ともに健康でいきいきと暮らせるまちを目指します。

【保健・福祉・医療の連携体制強化】

　福祉医療制度（医療費の助成事業）：対象者の心身の健康の保持及び福祉の増進を図るために条例に基づき医療費の助成を実施しま
す。関係各課と連携強化を図り、医療費助成を適正かつ円滑に遂行します。障害者（等級1、2級）の方で心身障害者医療/重度心身障害
者老人等医療の未受給者には関係課と情報共有できる体制を整えます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

成果指標名

92,734

97,019 98,764 95,858

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

95,200

実績値

①計画通りに実施した

101,299 96,310



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

□ ■ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　月1回の各課と情報連携時には、障害等級の変更についても、情報連携していきます。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　引き続き、①福祉課にて障害者手帳発行及び変更時 ②こども未来課にて児童扶養手当申請時・認定・却下時 ③教育総務
課のスポーツ共済支給状況 ④生き活き対策課の養育医療等に関して情報連携体制を強化し、医療費助成事業を適正に行いま
す。

指標
（予定）

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　障害者（等級1、2級）の方で心身障害者医療/重度心身障害者老人等医療の未受給者については福祉課と連携体制を整えることが出来
ましたが、障害等級の変更については連携出来ていませんでした。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　障害者手帳1、2級を受給された方は、「心身障害者医療費助成申請」のため福祉課と連携します。
　こども未来課において児童扶養手当を受給された方は「ひとり親家庭等医療費助成申請」のため連携します。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　関係各課との連携・情報共有①福祉課にて障害者手帳発行時 ②こども未来課にて児童扶養手当申請時・認定・却下時 ③教育総務課
のスポーツ共済支給状況 ④生き活き対策課の養育医療等に関して連携・情報共有し、医療費助成事業を適正に行いました。
　障害者（等級1、2級）の方で心身障害者医療/重度心身障害者老人等医療の未受給者については福祉課に情報提供していただき名簿を
突合し、6人の方に制度周知の勧奨通知を送り、新たに1人の方が認定となりました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

保健・福祉・医療との連携



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

③

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

成年後見制度利用支援（町
長申立件数）累計

65歳以上 人 7 11 10 13
11

ー

ー
15 20

0

304

人 1,066 1,215

生活支援サポーター・傾聴
ボランティアの人数

【40歳以上のボランティア】 人 0 52

傾聴ボランティア養成事業・
活動助成事業

地域ケア会議

152

58 77

374

185

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

認知症カフェ 参加人数 人

【傾聴ボランティア】新型コロナウイルス感染拡大防止のため施設・在宅での傾聴活動を中止し活動内容を縮小して
いるため、養成講座の開催を中止しました。
【認知症カフェ】2000年会館と介護老人保健施設でおれんぢカフェを開催する予定でしたが、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため中止しました。

374
合　計

170

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

生き活き対策課

地域包括支援センター

H30

高齢者の活動の場があり、一人ひとりが健康で生きがいを持った生活を送り、いつまでも自分らしく、安心して住み続けられるまちを
目指します。

【地域包括ケアシステムの構築】【医療と介護のネットワークづくりのための意見交換会の推進】【認知症高齢者の見守り事業の充
実】【認知症カフェの推進】【認知症推進員の増員】【生活支援サポーター・傾聴ボランティアのさらなる養成】【地域ケア会議の推
進】

【生活支援サポーター】高齢者が安心して在宅生活を継続できることを目指し、令和2年度も引き続き生活支援サポーターの養成講座の
開催と生活支援サポーターの活動の支援を行います。また、生活支援サポーターの増員を図るため現在ボランティアとして活躍してい
る方にも協力を依頼し、周囲の人に養成講座について勧めていただきます。
【傾聴ボランティア】令和2年度も引き続き傾聴ボランティア養成講座の開催及びボランティア活動の助成を行い、今後より活発に傾聴
活動が行えるよう支援します。
【地域ケア会議】介護サービス利用者のケアプランをもとに、自立支援に向けて多職種で支援内容の検討を行う会議を年3回（合計12事
例）開催します。また、地域ケア会議の開催が必要な事例が生じた場合は随時開催します。
【認知症カフェ（おれんぢカフェ）】認知症の当事者やそのご家族、地域住民等が安心して交流できる場所となる認知症カフェを2か所
で各月1回開催します。
【上牧町高齢者等見守りネットワーク事業】認知症等により行方不明になる可能性のある方の個人情報を町に登録することで、万が一
行方不明になった際になるべく早く自宅に戻れるよう支援します。登録した方には、衣服等に貼って使用するQRコードシール（上限30
枚）と専用キーホルダーを配布します。また、企業・団体に協力事業所の登録を呼びかけ、地域全体で認知症の方を見守る体制を構築
します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）
独自の指標

備考

指標①

施策の展開方向

タイトル

60 9593

159 163

87

77

41 60

R01

地域ケア会議開催回数

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

163 170

102

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

41

H29

事
業
費

認知症カフェ事業

上牧町高齢者等見守りネットワー
ク事業

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

高齢福祉

地域包括ケアシステムの構築

総合戦略 の取組

高齢になっても安心して住み続けられるまち

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 46ページ

80

基本施策

48

77

108 108

84 42 0

71

84

58 35

0

0

152 159

24

H29（決算）R03時点

生活支援サポーター養成事業・
活動支援事業

H30（決算）

60 93

90

0

4224

538

87 71

102

5年間累計

2,486

2,057

62

304 300

894 457 457

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

894

実績値

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

②計画通りに実施できなかった

1,090

実績値

ー
要介護認定者数 65歳以上

ー

3回

R01
（2019年）

0 0 0

1,100
1,275

55

46
40

538 0 0

50

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

KPI

独自

ー

地域包括ケアシステムの構築

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

6回

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① 地域ケア会議開催回数

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた評価

事業の見直し余地
（改善点）

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で本来のボランティア活動が困難な状況下でそれぞれ感染対策を講じた上で活動を継続していま
すが、特に生活支援サポーターの実際に活動できる人数が少ない現状があります。今後各ボランティア活動のニーズが増加傾向にある
ことに伴い、新型コロナウイルスの感染拡大状況を考慮した上でボランティアの人数を増加させる取組が必要です。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　高齢化の進行や独居高齢者の増加に伴い、介護保険のサービスでは対応できない日常生活の困りごとへの対応のニーズが増加するこ
とが予想されます。また、高齢化だけでなくコロナ禍に伴う外出自粛により社会活動の機会が減少することに起因して認知症等のリス
クが増加することが危惧されるため、地域全体でお互いがお互いを見守る共助が更に重要になり、各ボランティアの活動や見守りネッ
トワーク事業等の必要性はより増していくと考えられます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

【生活支援サポーター・傾聴ボランティア】生活支援サポーター養成講座を開催し4人が修了したため、実際に活動している生活支援サ
ポーターは合計23人となり、43人の利用登録者に対し延186件の困りごと（草刈り、買い物代行等）に対応しました。また、傾聴ボラン
ティアの活動はコロナ禍のため従来の施設・在宅での傾聴は中止し、ボランティアがイラストを描いた絵手紙にメッセージを書いて郵
送する手紙での傾聴と、電話での傾聴という形式に切り替えコロナ禍に合わせた活動内容に変更しました。傾聴ボランティア養成講座
の開催中止により、生活支援サポーターと傾聴ボランティアの合計が46人（活動休止中の生活支援サポーター11人と傾聴ボランティア4
人は除く）となり目標は達成できなかったものの、コロナ禍でも可能な限り活動を継続しました。
【地域ケア会議】令和2年度は予定通り合計3回開催し、12事例の検討を多職種で行いました。また、至急検討が必要な2事例に対して合
計3回の会議を随時開催しました。
【認知症カフェ】2000年会館と介護老人保健施設でおれんぢカフェを開催する予定でしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため
中止しました。
【上牧町高齢者等見守りネットワーク事業】令和2年度は新たに7人の方が申請され、令和2年度末時点で19人の方が登録しています。ま
た、実際にQRコードシールの読み取りにより早期帰宅につながったケースが2件ありました。日頃の見守り活動や行方不明発生時に日常
業務範囲内で捜査に協力していただく企業・団体（協力事業所）の登録は12箇所あり、認知症の方の見守り体制の構築につながってい
ます。

独自の指標②

3回

15人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

【生活支援サポーター】高齢者が安心して在宅生活を継続できるよう、令和3年度も引き続き生活支援サポーターの養成講座
を開催するとともに、生活支援サポーターの活動支援を継続します。また、新たな担い手の発掘及び支援を必要とする方に
活動内容が伝わるような広報記事をボランティアと一緒に作成します。
【傾聴ボランティア】令和3年度も傾聴ボランティアの養成講座は中止する予定ですが、引き続きコロナ禍でも可能な傾聴方
法（手紙・電話）で活動を継続できるよう支援します。
【地域ケア会議】介護サービス利用者のケアプランをもとに、自立支援に向けて多職種で支援内容の検討を行う会議を年3回
（合計12事例）開催します。また、地域ケア会議の開催が必要な事例が生じた場合は随時開催します。
【認知症カフェ（おれんぢカフェ）】新型コロナウイルスの感染状況を考慮した上で、認知症の当事者やそのご家族、地域
住民等が安心して交流できる場所となる認知症カフェの開催を検討します。
【上牧町高齢者など見守りネットワーク事業】認知症等により行方不明になる可能性のある方の個人情報を町に登録するこ
とで、万が一行方不明になった際になるべく早く自宅に戻れるよう支援します。登録した方には、衣服等に貼って使用する
QRコードシール（上限30枚）と専用キーホルダーを配布します。また、企業・団体に協力事業所の登録を呼びかけ、地域全
体で認知症の方を見守る体制を構築します。

指標
（予定）

生活支援サポーター・傾聴ボランティアの人数

認知症カフェ参加人数

地域ケア会議開催回数

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　次年度も引き続き生活支援サポーターの養成講座を開催し、ボランティアの人数の増加を図ります。また、何かボラン
ティア活動をしてみたいと思っている新たな担い手に向けた発信及び、支援を必要としている方に生活支援サポーターがど
のような手助けができるか知ってもらうことを目的として、現在活動しているボランティアと一緒に広報記事を作成し活動
内容の周知を図ります。

50人

12人

19人

R01 R02

【上牧町高齢者等見守りネットワーク事業登録者数（各年度末時点人数）】



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

③

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年）

320
288

1,565

1,517
1,750 1,900

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

61,022

64,013

300

実績値

308

11,287

2,537 2,534

11,287 12,034
合　計

R01

8,750 9,500

H29（決算）R03時点

町シルバークラブ連合会補助金

H30（決算）

2,534 2,522

9,950

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

2,537

H29

事
業
費

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

高齢福祉

高齢者の生きがいづくり

総合戦略 の取組

高齢になっても安心して住み続けられるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 46ページ

13,950

基本施策

施策の展開方向

タイトル

1,769 2,5512,522

9,500 9,950

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

9,950 9,950

2,604 2,725

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

福祉課

社会福祉係

H30

高齢者の活動の場があり、一人ひとりが健康で生きがいを持った生活を送り、いつまでも自分らしく、安心して住み続けられるまちを
目指します。

【シルバー人材センター・シルバークラブの支援・活用】【ときめきクラブの拡大【地域での体操教室】】【高齢男性の引きこもり対
策】

〇シルバークラブ連合会
　事務局としてシルバークラブ会員（60歳以上）が行う、高齢者自らの生きがいを高める健康づくりを進める活動やボランティア活動
等の支援を継続します。
〇シルバー人材センター
　高齢者が健康で生きがいをもって働き続ける「生涯現役社会」を実現するため、「草刈り業務」「2000年会館内清掃業務」「2000年
会館管理業務」「ほほ笑みサロン片岡管理業務」の依頼を継続します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

9,950

シルバー人材センターの登
録者数

登録者数 人 277 298

シルバークラブ会員数 【60歳以上】 人 1,543 1,565

シルバー人材センター運営費補助
8,750

12,034

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

11,719 16,501

12,472 12,554 12,675

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

12,472

実績値

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

②計画通りに実施できなかった

〇シルバークラブ連合会
　秋のグランドゴルフ、さわやか旅行、ウオークラリー、フロアカーリング等の事業については、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため、事業を実施できませんでした。



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

KPI

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　シルバークラブ連合会の事業については、参加者の固定化がみられるため、支援の方法や集いの場への参加促進につい
て、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を検討しながら、高齢者同士のつながりを維持する活動を推進します。

1,750人

300人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

〇シルバークラブ連合会
　春のグラウンドゴルフ、秋のグラウンドゴルフ、さわやか旅行、ウォークラリー、フロアカーリング等の事業について
は、新型コロナウイルスの感染状況を見ながら、実施の判断や代替事業について団体と協議を行い検討していく予定です。
定期的な会議や研修会についても、回数等の縮小も見据えながら、事務局として活動支援を継続します。会員増強委員会の
開催を支援し未組織地区への働きかけを行います。
〇シルバー人材センタ―
　「草刈り業務」「2000年会館内清掃業務」「2000年会館管理業務」「ほほ笑みサロン片岡管理業務」を委託します。

指標
（予定）

シルバークラブ会員数

シルバー人材センターの登録者数

評価

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

　シルバークラブ連合会の事業については、参加者の固定化が見られます。支援の方法や集いの場への参加促進について、今後も継続
してシルバークラブと協議を進めながら、高齢者同士のつながりを維持する活動内容を検討する必要があります。
　シルバークラブ未組織の地区に対し、立ち上げに向けての働きかけを行います。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　今後ますます高齢化率が高まるにつれて、高齢者の単身世帯や老老世帯が増加することが予想され、高齢者の生きがいづくりの場の
ニーズはより高くなります。地域での支え合いや集いの場の確保は今後さらに必要になります。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

〇シルバークラブ連合会
　事務局として打ち合わせ会議への参加や事業実施の補助を行い、運営に関する支援を行いました。
〔シルバークラブ連合会事業実績〕
　春のグラウンドゴルフ　毎年、春に実施していましたが、令和2年度は新型コロナウイルスの感染状況に鑑み、翌年の3月23日に事業
を行いました。
　秋のグラウンドゴルフ、さわやか旅行、ウォークラリー、フロアカーリング、文化祭への作品展示は、新型コロナウイルス感染防止
の観点から、事業を中止しました。
〇シルバー人材センター
　登録者数は、前年度より減少しましたが、草刈り・清掃作業・マイクロバスの運転・アピタ（ラスパ）でのカート整理・介護施設で
のシーツ交換や清掃・広報やチラシの配布・一般家庭での家事援助等幅広く活動の場が増えました。

独自の指標③

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

高齢者の生きがいづくり

【シルバークラブ連合会事業参加者数】 （単位：人）

H30 R01 R02

春のグラウンドゴルフ 87 78 82

秋のグラウンドゴルフ 102 93 中止

さわやか旅行 114 99 中止

ウォークラリー 119 116 中止

フロアカーリング（上牧第一町民体育館） 117 105 中止

フロアカーリング（上牧第二小学校） 75 85 中止

フロアカーリング（上牧第三小学校） 124 107 中止



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

③

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

4,262

4,164

実績値

800
合　計

R01

H29（決算）R03時点

介護予防サロン助成委託料

H30（決算）

792 890

792

792

792

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

高齢福祉

施策の展開方向

タイトル

高齢者の生きがいづくり

指標①

46ページ

高齢になっても安心して住み続けられるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

友愛訪問活動チーム数の確保

活動内容の拡充 目標（値） 2種類以上

18チーム

基本施策

890890

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

800

H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

890 890

800 792

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

生き活き対策課

地域包括支援センター

H30

高齢者の活動の場があり、一人ひとりが健康で生きがいを持った生活を送り、いつまでも自分らしく、安心して住み続けられるまちを
目指します。

【シルバー人材センター・シルバークラブの支援・活用】【ときめきクラブの拡大【地域での体操教室】】【高齢男性の引きこもり対
策】

【高齢者のサロン活動（友愛訪問活動）】
　見守りが必要な80歳以上の高齢者を対象に地域における「ふれあい」「支え合い」の活動の充実及び継続的な推進に向けて、地区公
民館（憩の家）を拠点とし、季節の行事、手技や講演会の参加等の様々な活動が実施できるよう支援します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

成果指標名

890

890 890 890

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

890

実績値

②計画通りに実施できなかった

　友愛活動では、各地域で合計17チームが介護予防を目的に活動を行っていますが、新型コロナウイルス感染拡大に
より活動内容が制限されました。

800 792



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

独自

独自

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　感染対策のため少人数での活動内容に変更するにあたり、5人程度の少人数で行えるスカットボールを活用します。

18チーム

2種類以上

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　高齢者のサロン活動（友愛訪問活動）
　要フォロー高齢者世帯への訪問活動を継続するとともに、少数単位で活動可能なスカットボール等のレクリエーション活
動の実施と検討を行います。また、チーム員の増員の呼びかけ、友愛活動未実施の地区への参加呼びかけを行い、より活動
の場を拡充できるよう検討します。

指標
（予定）

友愛訪問活動チーム数の確保

活動内容の拡充

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　友愛活動の多くが1か所に集い会話をすることで見守り活動や住民同士のつながりを維持していましたが、コロナ禍では難しい状況が
考えられます。新型コロナウイルスの感染リスクを抑えつつ、高齢者同士のつながりを維持することが可能な活動内容について検討が
必要です。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　高齢者の増加に伴い、今後さらに独居高齢者や高齢者世帯が増加していくため、高齢者の生きがいづくりの場や地域での支え合いの
ニーズはより高まると考えられます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　友愛活動では各地域で合計17チームが介護予防を目的に活動を行っています。新型コロナウイルス感染拡大により活動内容は制限さ
れましたが、感染対策をしつつ訪問・声かけを実施するなど可能な範囲で活動しました。令和2年度は新たな活動内容の拡充として友愛
活動本部が購入したスカットボールでの活動や、手作りマスクを製作し配布するなど、コロナ禍だからこそできる活動を検討し、可能
な範囲で高齢者同士のつながりの維持に努めました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

17チーム

独自の指標② 活動内容の拡充 実績（値） 2種類

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① 友愛訪問活動チーム数の確保

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

高齢者の生きがいづくり

【友愛活動数及びチーム数】

H30 R01 R02

友愛活動数 78 80 40

友愛活動チーム数 18 18 17



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

③

③

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況
※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

R01
（2019年）

648 648 648648

648

5,678

5,678

605

869

1,325 1,428 1,633

779 783 914 920 920

779 783 914 920 920

13

13
9

605 390 648

10

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

実績値
実績値

5年間累計

29,166

25,6385,974 4,534

5,854

脳の健康教室
1,834

ハッピーライフ教室

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

②計画通りに実施できなかった

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため休止や規模を縮小した事業があり、計画通りに実施できませんでした。
●ときめきクラブ…緊急事態宣言中をはじめ感染拡大がみられた場合は一時的に中止し、再開時は参加者を2グループ
に分けて実施しました。コロナ禍による外出自粛により高齢者の運動機能低下が懸念されたことから、自宅でも体操
ができるよう、上牧町公式YouTubeチャンネルでの体操動画公開や動画のDVD化を実施しました。●ためトレクラブ…
緊急事態宣言中は中止し、再開後は参加者を2グループに分けて実施し延べ308人が参加しました。●ハッピーライフ
教室…感染対策のため、会場の規模に合わせて予定していた15人から12人に定員を縮小して実施しました。●お口の
教室…第1クールの参加人数がコロナ禍ということもあり5人と少人数でした。より多くの方にオーラルフレイル対策
を啓発することを目的とし、予定していた第2クールに替えてお口の体操等を収録したDVDを作成する方針に変更し、
令和3年度の配布に向けて歯科医師や歯科衛生士の協力のもとDVDの内容の検討や撮影・編集を行いました。●脳の健
康教室…感染対策のため規模を縮小して実施しました。●高齢者介護予防サロン支援事業…感染状況や活動内容に応
じて休止した団体がありました。●高齢者教室…感染リスクの高いコーラス教室は年度を通して中止しました。その
他の教室では緊急事態宣言中は中止し、宣言解除後は活動内容や感染状況に応じて休止した教室がありました。

171 171

1,209

0

1,209 1,209

900 920 831

171

900

743

1,633

1,834 616

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

1,344

H29

事
業
費

高齢者介護予防サロン支援事業

高齢者教室

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

高齢福祉

介護予防の推進

総合戦略 の取組

高齢になっても安心して住み続けられるまち

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 46ページ

196196

648

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

196 196

1,218 854

R01

1,584

施策の展開方向

タイトル

839 6921,584

116 196

171

196

394

159 116

H29（決算）R03時点

ときめきクラブ

H30（決算）

1,499

1,344 1,499

1,325 1,428

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

生き活き対策課

地域包括支援センター

H30

高齢者の活動の場があり、一人ひとりが健康で生きがいを持った生活を送り、いつまでも自分らしく、安心して住み続けられるまちを
目指します。

【各予防教室の継続】【各予防教室への参加呼びかけ】

　65歳以上のすべての住民を対象とした介護予防教室として以下の教室を開催します。
●ときめきクラブ・ためトレほほ笑みクラブ…地域体操教室指導者養成講座の修了者が中心となり、ときめきクラブでは週1回全13か所
の公民館等で実施します。そのうち5教室を住民主体の自主運営へと切り替えますが、安定した教室運営や参加者の確保ができるよう実
施団体と協力して事業運営を行います。また、ためトレほほ笑みクラブは週1回片岡台3丁目でストレッチや筋トレ等を行う教室を開催
します。新型コロナウイルスの感染状況を見ながら実施の判断を行い、実施できなかった場合は、在宅でも運動ができるよう体操動画
をYouTube等で公開し、身体機能の低下を予防します。●ハッピーライフ教室…1クール全8回の運動習慣をつける教室を合計3クール開
催します。●お口の教室…口腔内の清潔保持や誤嚥予防等の方法について歯科医師・歯科衛生士が説明し、正しい口腔ケアを身につけ
る教室です。1クール全3回を2クール開催します。（定員各クール15人）●脳の健康教室…認知症予防及び認知症の進行をゆるやかにす
るため、簡単な読み書き・計算や体操等を行う全25回の教室です。
●高齢者介護予防サロン支援事業…地域で活動している対象要件を満たす49団体に対して、実績に応じて活動費の助成を行います。
●高齢者教室…月2回程度、全9教室（民謡、コーラス、華道茶道、水墨画、ちぎり絵、民踊、輪踊り、フォークダンス）を開催しま
す。※すべての介護予防教室において、新型コロナウイルスの感染状況を見ながら実施の有無や、人数の調整を行います。

R02 R03

目標（値）
独自の指標

備考

指標① 脳の健康教室の新規参加者数

ハッピーライフ教室延べ参加人数 目標（値） 330人

15人

基本施策

ときめきクラブ【体操教
室】の設置数

設置数 教室 6 11

ためトレほほ笑みクラブ

お口の教室

159

327 394

5,442

4,010

5,974 6,218

指標の説明
（算定根拠・方法）

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

327 218

5,442
合　計

920743



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

独自

独自

ー

7人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

【ときめきクラブ】週1回全13箇所の公民館等で、養成講座を修了した指導者が中心となってストレッチ等を行う体操教室を
実施します。令和3年度は新たに4教室を住民主体の自主運営へと切り替え、13教室中9教室が自主運営となりますが、安定し
た教室運営や参加者の確保ができるよう引き続き実施団体と協力して教室運営を行います。
【ハッピーライフ教室】全8回の運動習慣をつけるための体操が主となる内容と、口腔機能向上の講座1回を組み合わせた1
クールあたり全9回の教室を合計3クール開催します。
【お口の教室】コロナ禍に伴う外出自粛による影響で口腔機能の低下のリスクが増大しているため、令和3年度は教室単体で
開催するのではなく、他の介護予防教室に口腔機能向上の講座を組み合わせる形式に変更し、口腔機能向上の重要性をより
広く周知していきます。
【脳の健康教室】認知症予防及び認知症の進行をゆるやかにするために、簡単な読み書き・計算(楽習)を行う半年間全24回
の教室を実施します。楽習に加え、体操・認知症予防レクリエーション・口腔機能向上講座・折り紙教室等を織り交ぜ様々
な視点から認知症・介護予防を啓発します。
【高齢者介護予防サロン支援事業】令和3年度も地域で活動している対象団体に対して、実績に応じて活動費の助成を行い介
護予防の促進を図ります。
【高齢者教室】月2回程度、全8教室（民謡、コーラス、華道茶道、水墨画、ちぎり絵、民踊、輪踊り、フォークダンス）を
開催します。コロナ禍により感染リスクの高いコーラス教室は令和2年度に引き続き中止します。

指標
（予定）

ときめきクラブ【体操教室】の設置数

脳の健康教室の新規参加者

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　コロナ禍のため、各介護予防教室の活動内容や会場の人数制限等に応じて規模の縮小や実施内容の変更を行います。「お
口の教室」については、単体での教室実施に替えて他の介護予防教室に組み合わせることでより多くの方に口腔機能向上の
啓発を行います。

13箇所

ハッピーライフ教室延べ参加人数 237人

介護予防の推進

事業の見直し余地
（改善点）

　ときめきクラブについてはキャンセル待ちが出ている状況であり、会場や指導者の確保に努め引き続き新たな参加者を広く受け入れ
る必要があります。また、コロナ禍により外出自粛の影響による様々な身体機能低下等のリスクも考慮した教室内容への変更を検討す
る必要があります。

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　年齢とともに体力低下や社会性の低下などのフレイル(虚弱)のリスクが高くなるだけでなく、コロナ禍による外出機会の減少もフレ
イルの大きな要因となることから、より一層の介護予防の啓発や教室の実施を通して運動習慣の定着や社会参加を図る必要がありま
す。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　脳の健康教室においては感染対策のため参加者数を予定していた60人から18人に大幅に減らしたことが影響し、新規参加者は7人と目
標値である15人を達成することはできませんでした。しかし、参加者の満足度も高く来年度以降も継続して実施・参加を希望する意見
がたくさん寄せられました。感染対策をしながらも最大限参加希望者を受け入れられるよう来年度の実施体制を検討する必要がありま
す。
　ハッピーライフ教室は延べ330人の参加を目標値としていましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため定員を縮小して実施した
こともあり、延べ237人という結果で目標を達成することができませんでした。全3クールにおいてキャンセル待ちが発生しており、コ
ロナ禍での外出機会が減少する中で自宅での筋トレ等を学べる本教室への需要は高く、ほぼ全ての参加者に身体能力の向上・維持が見
られるなど好評を得ました。
　ときめきクラブは緊急事態宣言中等の中止期間を除き、感染対策を講じた上で週1回全13箇所で延べ2,223人の受講者が教室に参加
し、目標値を達成することができました。
　以上のことからすべての教室で通常通りの実施はできませんでしたが、コロナ禍の今だからこそ介護予防の取組が必要不可欠である
ことから、各教室で感染対策を講じ必要に応じて活動内容を柔軟に変更するなど可能な限り教室を継続しました。

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

7人

独自の指標② ハッピーライフ教室延べ参加人数

評価

実績（値） 237人

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① 脳の健康教室の新規参加者数

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

③

④

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年）

55

46
40 50

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

1,212

993

実績値

193

事業年度

41 60

193 219
合　計

R01

152 159

H29（決算）R03時点

生活支援サポーター養成事業・
活動支援事業

H30（決算）

60 93

90

事
業
費

項目/年度

令和2年度 46ページ

80

R03（予算）

163 170

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

高齢福祉

マンパワーの育成・確保

総合戦略 の取組

高齢になっても安心して住み続けられるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ

指標①

目標（値）

基本施策

想定される取組

令和2年度
実施予定

施策の展開方向

タイトル

60 9593

159 163

R01（決算） R02（決算）

R02時点（中長期）

41

H29

102 102

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

生き活き対策課

地域包括支援センター

H30

高齢者の活動の場があり、一人ひとりが健康で生きがいを持った生活を送り、いつまでも自分らしく、安心して住み続けられるまちを
目指します。

【地域における人材の発掘・育成】

【生活支援サポーター】
　高齢者が安心して在宅生活を継続できることを目指し、令和2年度も引き続き生活支援サポーターの養成講座の開催と生活支援サポー
ターの活動の支援を行います。また、生活支援サポーターの増員を図るため現在ボランティアとして活躍している人にも協力を依頼
し、周囲の人に養成講座について勧めていただきます。
【傾聴ボランティア】
　令和2年度も引き続き傾聴ボランティア養成講座の開催及びボランティア活動の助成を行い、今後より活発に傾聴活動が行えるよう支
援します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

219

150

②計画通りに実施できなかった

【傾聴ボランティア】
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため施設・在宅での傾聴活動を中止し活動内容を縮小しているため、養成講座
の開催を中止しました。

170

生活支援サポーター・傾聴
ボランティアの人数

【40歳以上のボランティア】 人 0 52

傾聴ボランティア養成事業・
活動助成事業 152

175

256 272 272

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

256

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　次年度も引き続き生活支援サポーターの養成講座を開催し、ボランティアの人数の増加を図ります。また、何かボラン
ティア活動をしてみたいと思っている新たな担い手に向けた発信及び支援を必要としている人に生活支援サポーターがどの
ような手助けができるか知ってもらうことを目的として、現在活動しているボランティアと一緒に広報記事を作成し活動内
容の周知を図ります。

50人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

【生活支援サポーター】
　高齢者が安心して在宅生活を継続できるよう、令和3年度も引き続き生活支援サポーターの養成講座を開催するとともに、
生活支援サポーターの活動支援を継続します。また、新たな担い手の発掘及び支援を必要とする人に活動内容が伝わるよう
な広報記事をボランティアと一緒に作成します。
【傾聴ボランティア】
　令和3年度も傾聴ボランティアの養成講座は中止する予定ですが、引き続きコロナ禍でも可能な傾聴方法（手紙・電話）で
活動を継続できるよう支援します。

指標
（予定）

生活支援サポーター・傾聴ボランティアの人数

評価

事業の見直し余地
（改善点）

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で本来のボランティア活動が困難な状況下でそれぞれ感染対策を講じた上で活動を継続していま
すが、特に生活支援サポーターの実際に活動できる人数が少ない現状があります。今後各ボランティア活動のニーズが増加傾向にある
ことに伴い、新型コロナウイルスの感染状況を考慮した上でボランティアの人数を増加させる取組が必要です。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　高齢化の進行や独居高齢者の増加に伴い、介護保険のサービスでは対応できない日常生活の困りごとへの対応のニーズが増加するこ
とが予想されます。また、高齢化だけでなくコロナ禍による外出自粛により社会活動の機会が減少することに起因して認知症等のリス
クが増加することが危惧されるため、地域全体でお互いがお互いを見守る共助が更に重要になり、各ボランティアの活動や見守りネッ
トワーク事業等の必要性はより増していくと考えられます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

【生活支援サポーター・傾聴ボランティア】
　生活支援サポーター養成講座を開催し、4人が修了したため実際に活動している生活支援サポーターは合計23人となり、43人の利用登
録者に対し延べ186件の困りごと（草刈り、買い物代行等）に対応しました。また、傾聴ボランティアの活動はコロナ禍のため従来の施
設・在宅での傾聴は中止し、ボランティアがイラストを描いた絵手紙にメッセージを書いて郵送する手紙での傾聴と、電話での傾聴と
いう形式に切り替えコロナ禍に合わせた活動内容に変更しました。
　傾聴ボランティア養成講座の開催中止により、生活支援サポーターと傾聴ボランティアの合計が46人（活動休止中の生活支援サポー
ター11人と傾聴ボランティア4人は除く）となり目標は達成できなかったものの、コロナ禍でも可能な限り活動を継続しました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

マンパワーの育成・確保



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

④

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

マタニティ教室（パパさん教室含
む）事業費 28

③計画の内容に加え、別の取組も実施した

　プレパパママ教室に関しては、参加者に取り上げて欲しいテーマを伺い、要望の多かった内容について、新たに教
室を追加し実施しました。

5年間累計

831

1,120

35

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

生き活き対策課

健康増進係

H30

地域と行政の協働や町民同士の助け合いによる子育て体制が整い、子どもたちには笑顔があふれ、上牧町で子どもを産み育て続けたい
と思えるまちを目指します。

【婚活イベントの企画・実施】【結婚希望者相談窓口の設置】【ワンストップ相談窓口の設置】【マタニティー教室の開催】【乳児・
幼児健診の実施】【新米ママへの訪問カウンセリングの拡充】【子育て支援情報の発信】【母子健康手帳発行時の保健師による全般面
接】【マリッジサポーターの募集・育成】

①マタニティ教室の開催
　名称を「プレパパママ教室」に変更、妊婦　妊娠期の食事、沐浴体験、妊婦体験、保健事業の紹介（B日程)と妊娠中の過ごし方、安
産のコツ、子育ての知識習得、参加者同士の交流会、先輩ママとの交流会（A日程）を年4セット（A日程：１時間30分、B日程：2時間）
（B日程のうち2回は夫も参加してもらえるよう日曜開催）実施します。妊娠届提出時に子育て世代包括支援センターの母子保健コー
ディネーター（専任助産師・専任保健師）が全件面接を行い、教室参加勧奨を実施します。母子健康手帳アプリの登録を勧奨し、随時
配信等で周知を図ります。アンケートを実施し、参加者のニーズを把握することで、教室の内容の検討を図ります。教室内容について
は、現行の取組に加え、胎児モデルや視聴覚教材を活用し、より分かりやすく、楽しく学んでもらえるよう工夫します。参加者同士の
交流促進についても検討します。
②新米ママへの訪問カウンセリングの拡充、母子健康手帳発行時の保健師による全件面接
　子育て世代包括支援センターが、妊娠届出提出時の全件面接・カウンセリングを行い、妊娠期からの切れ目のない細やかな支援に向
けて、地区担当の保健師と連携して、継続した訪問・電話等の支援を行います。助産師と地区担当の保健師が、出産後の家庭訪問を全
件実施し、新生児等の育児について発育、栄養、衣服、生活環境、疾病予防に関すること（保護者に対する問診、新生児の観察等を行
い異常又は疾病の発見並びに早期治療を受けることの指導、助言含む）等全般に指導、助言や子育てに関する情報提供を行います。
　また、保護者への健康管理について、指導、助言を行います。赤ちゃん訪問記念品（育児カタログギフト）を訪問家庭に贈呈する取
組を行うなど、赤ちゃん訪問実施率100%を目指します。
③乳児・幼児健診の実施
　乳児・幼児健診を実施します。経過観察が必要な方には後日に連絡を実施し状況を確認します。未受診者に対する支援として、電話
やハガキで次回実施日への受診勧奨を実施します。それでも最終的に受診できなかった場合、家庭訪問または所属している保育園等へ
訪問し、直接お子さんの健康状態や育児状況を概ね把握します。
　①～③の取組について、今後の取組方針を踏まえた見直しや改善を図りながら、継続して実施する予定です。

R02 R03

目標（値）
独自の指標

備考

指標① 赤ちゃん訪問実施率

パパの教室参加割合（パパの教室参加者/母子健康手帳発行数×100%） 目標（値）

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

11 113

444 31

成果指標名

38

41

実績値

129

454 461

41 557 69

指標の説明
（算定根拠・方法）

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

基本施策

施策の展開方向

タイトル

343 40130

105 11

18.プレパパママ教室の開催 20.乳児・幼児健診受診の促進
21.子育て世代への訪問型個別支援の
拡充

R01

28 105

H29（決算）R03時点

新米ママへの訪問カウンセリング
事業

H30（決算）

24 30

111

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

7

H29

事
業
費

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

子育て支援

結婚・出産・子育ての希望を叶えるための支援

総合戦略 の取組

子どもたちの笑顔でいっぱいのまち

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 48ページ

令和3年度から保育士の報酬が含まれ
ます。

60

20%

100%

令和2年度から赤ちゃん訪問記念品が
含まれます。

7 24

35 129
合　計

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

R02
（2020年）

目標値
実績値

単位
H27

（2015年）
【基準値】



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

独自

独自

独自

結婚・出産・子育ての希望を叶えるための支援

独自の指標② パパの教室参加割合（パパの教室参加者/母子健康手帳発行数×100％） 実績（値） 20.7%

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）

評価

①プレパパママ教室の開催
　「上牧町保健事業予定表」「広報かんまき」「ホームページ」「母子健康手帳アプリ」に教室の開催を掲載することや、妊娠届提出
時に全件、教室を担当する助産師や保健師等の専門職員が面接を行うなど、マタニティ教室への参加を促しています。また、妊娠中期
から後期にかけて妊婦へ電話をかけ様子を確認し必要な支援を行う中で、教室の勧奨を実施しました。（妊娠届出件数は年間92件で前
年度より微増していますが、出生数は平成30年118人、令和元年102人、令和2年82人と減少傾向がみられます。）
　5月は緊急事態宣言中のため、教室は中止しましたが、6月以降は感染症対策を講じながら、参加人数によっては、多目的室といった
より広い会場で実施するなど、3密にならないよう工夫し、11回開催しました。
　令和2年度は参加者延べ人数は77人（実48人）で、そのうち夫の参加者延べ人数は25人（実19人）であり、「パパの教室参加割合（パ
パの教室参加者/母子健康手帳発行数×100％）」は、目標値20.0％に対し20.7%で目標を達成しました。
（参考）参加者延べ人数経年実績：28人（H28）、35人（H29）、50人（H30）、47人（R01）
　教室で取り上げて欲しいテーマを伺い、要望の多かった内容について、新たに教室（C日程）を追加し4回実施しました。実施回数が
多くなったこともあり、延べ人数が大幅に増加しました。
　教室後に実施したアンケートでは、満足度は5段階評価で、A日程平均4.7、B日程4.9、C日程5.0であり、全日程ともに4.5以上でし
た。このことから満足度の高い教室を実施できていると評価しました。
②新米ママへの訪問カウンセリングの拡充
　新型コロナウイルス感染症の流行により、訪問を拒否される方がいたため実施率が100%に至りませんでしたが、子育て世代包括支援
センターが、妊娠届出提出時の全件面接・カウンセリングを行い、妊娠期からの切れ目のない細やかな支援に向けて、地区担当の保健
師と連携して、継続した訪問・電話等の支援を行いました。産後2週間程度で出生した家庭全てに電話で母子、家族の健康状態の把握を
し、訪問を希望される方は産後2か月までに家庭訪問を行いました。助産師と地区担当保健師が全戸訪問を行うとしていましたが、新型
コロナウイルス感染症対策のため、産後2週間での電話等で要支援と判断した対象者のみ地区担当保健師と2人体制で訪問し、必要な情
報提供（カタログギフトの贈呈やごみ袋の配布等）や支援につなげることができました。訪問拒否の理由は、新型コロナウイルス感染
症流行のためでその他の理由はありませんでした。
③乳児健診については、受診率は、3か月児（96.5%→94.6%）、10か月児（97.2%→97.6%）、幼児健診については1歳8か月児（95.9%→
91.7%）、3歳児（94.3%→88.2%）とすべての検診において低下しました。新型コロナウイルス感染症の流行により、健診を欠席される
方がいたことが受診率の低下に影響を与えていると考えられます。未受診者に対しては、所属している保育所等で直接健康状態等の確
認を全件実施しています。虐待が疑われるケースについては、要保護児童対策地域協議会に報告し、各関係機関と情報連携しながら見
守り等の対応を継続しています。

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

98%独自の指標① 赤ちゃん訪問実施率

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

評価の根拠及び理由

　情報が手に入りやすくなった一方で、何が正しい情報なのかわからず悩まれていたり、少子化の影響で身近に同じ境遇の人がいなく
て相談できない方が増えており、行政サービスを通じて支援や仲間づくり、情報共有の場と機会の創出を求めるニーズは高まると考え
ます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

上記、改善点の欄を参照

22%

100%

4.5以上

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

①プレパパママ教室の開催（令和3年度からは、こども未来課で実施）
　毎月開催します。
　A日程（4、7、10、1月）：妊婦体験、沐浴体験、育児の見える化ワーク等
　B日程（5、8、11、2月）：助産師による分娩の話、母乳育児について、管理栄養士の妊娠中の食事について等
　C日程（6、9、12、3月）：産前に聞いてほしい「産後」のお話、育児体験等（初産婦さん向け）
　3回×年4セット　全日程9：30～11：30　（A日程のうち2回は土日に開催）
　妊娠届出時に、助産師等の専門職が教室参加勧奨を実施します。また、広報・ホームページ・母子健康手帳アプリ等で教
室の周知を図ります。
②新米ママへの訪問カウンセリングの拡充、母子健康手帳発行時の全件面接（令和3年度からは、こども未来課で実施）
　新型コロナウイルスの感染状況を見ながら、感染防止策を十分に講じ、安全安心な家庭訪問について検討します。子育て
世代包括支援センターが、妊娠届出提出時の全件面接・カウンセリングを行い、妊娠期からの切れ目のない細やかな支援に
向けて、地区担当の保健師と連携して、継続した訪問・電話等の支援を行います。助産師と地区担当の保健師が、出産後の
家庭訪問を実施し、新生児等の育児について発育、栄養、衣服、生活環境、疾病予防に関すること（保護者に対する問診、
新生児の観察等を行い異常又は疾病の発見並びに早期治療を受けることの指導、助言含む）等全般に指導、助言や子育てに
関する情報提供を行います。また、保護者の健康管理について、指導、助言を行います。赤ちゃん訪問記念品（育児カタロ
グギフト）と、おむつ排出用ごみ袋を訪問家庭に贈呈します。赤ちゃん訪問に関する匿名のアンケートから、訪問内容や記
念品の内容等を検討します。
　①～②の取組について、今後の取組方針を踏まえた見直しや改善を図りながら、継続して実施する予定です。

指標
（予定）

パパの教室参加割合（パパの教室参加者/母子健康手帳発行数×100％）

プレパパママ教室の満足度（5段階評価）

赤ちゃん訪問実施率

事業の見直し余地
（改善点）

①初めての妊娠の方だけでなく、経産婦の参加も多く、子どもがいても参加できるように、託児の必要性があると思います。
また、今後も継続してアンケートを実施し、教室の満足度やニーズを把握したり、視覚教材等の媒体を使用することで、より満足度の
高い教室を目指していきたいと思います。
②新型コロナウイルスの感染拡大状況を見ながら、感染防止策を十分に講じ、安全安心な家庭訪問について検討します。訪問を拒否す
る母親に対しては、理由を明らかにするとともに、今後も来所にて対応したりと個々に応じた支援をしていきたいと思います。また、
赤ちゃん訪問に関する匿名のアンケートを実施するとともに、訪問内容や記念品の内容等を検討し、赤ちゃん訪問実施率100%を目指し
ます。
③乳児・幼児健診の実施については、2-1-1医療機関との連携強化で評価を行います。

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

④

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

2,162

2,165 2,142 2,142

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

2,188

実績値

①計画通りに実施した

4,174 3,665

結婚支援② マリッジサポーター 人 ― 14

結婚支援① 婚活支援 組 ー 3

成果指標名

4,174 3,665

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

こども未来課

こども支援係

H30

地域と行政の協働や町民同士の助け合いによる子育て体制が整い、子どもたちには笑顔があふれ、上牧町で子どもを産み育て続けたい
と思えるまちを目指します。

【婚活イベントの企画・実施】【結婚希望者相談窓口の設置】【ワンストップ相談窓口の設置】【マタニティー教室の開催】【乳児・
幼児健診の実施】【新米ママへの訪問カウンセリングの拡充】【子育て支援情報の発信】【母子健康手帳発行時の保健師による全般面
接】【マリッジサポーターの募集・育成】

　新型コロナウイルス感染拡大防止によるイベント等開催自粛により、町主催の婚活イベントは見通しが立ちませんが、マリッジサ
ポーターの育成及び新規募集、月1回の結婚相談会は行う予定です。
　マリッジサポーターの育成及び新規募集：月1回定例会を開催し、年2回新規マリッジサポーターの養成講座を開催します。
　結婚相談窓口の開設：マリッジサポーターと協力NPO団体による結婚を考える男女またはその保護者を対象とした相談窓口を月1回、
奇数月第4木曜日、偶数月第3土曜日に開設します。
　また、令和4年度には独立したマリッジ支援団体として活動していただけるよう、自立に向けて様々な準備ができるように指導・助言
を行います。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

基本施策

2,1622,188

17.出会い・結婚応援事業の実施

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

4,174

H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

2,142 2,142

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

子育て支援

施策の展開方向

タイトル

結婚・出産・子育ての希望を叶えるための支援

指標①

48ページ

子どもたちの笑顔でいっぱいのまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

合　計

R01

H29（決算）R03時点

出会い・結婚・子育て応援事業

H30（決算）

3,665 2,165

1,256

3,665

1,256

R01
（2019年）

24
15

6

4
8 15

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

14,288

13,445

15

実績値

15

4,174



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

KPI

ー

ー

実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

結婚・出産・子育ての希望を叶えるための支援

　令和2年度は婚活イベントが全く行えなかったため、登録者も増えず、改めてイベントが大切であることがわかりました。オンライン
を使用することも必要ではないかと考えます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　マリッジサポーターの相談者へのフォローがしっかりと行われていること等が口コミで広がり、信頼も得られていると考えるので、
ニーズは増加すると考えます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　新型コロナウイルス感染拡大防止によるイベント等開催自粛により、町主催の婚活イベントは中止になりましたが、このコロナ禍の
中でも何かできることはないかと定例会で意見を出し合い、マリッジサポーターの発案・デザインで、結婚相談会をPRするマスクケー
スを作製しました。また、同じデザインで車に貼るマグネットシールも作製し、町の巡回バス3台、公用車2台に貼付しています。同じ
く定例会で、令和4年度から独立したマリッジ支援団体になるためにNPO法人についての勉強会を複数回行い、独立についてじっくり考
えることができたと考えます。
　結婚相談窓口は毎月開設していましたが、新型コロナウイルスの影響で参加者は少なく、サポーターが登録者に個別に連絡を取り、
相談会に呼んだり、相談会以外で相談に乗ったりすることで、相談者との信頼関係が途切れないようにサポートを続けました。
　マリッジサポーター5期生の養成講座を11月と2月に行い、サポーターも一部の講座で講師を務めました。新たに1人の方にサポーター
になって頂き、令和3年度は15人で活動していただきます。
　また、サポーターのこれまでの尽力により、令和元年度の3組に引き続き、令和2年度も1組の成婚がありました。令和元年度に成婚さ
れたカップルにベビーも誕生しています。以上のことから、概ね目標の成果が得られたと考えます。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標②

事業の見直し余地
（改善点）

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　令和3年度のイベントはオンラインで行うことにします。

7組

17人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　新型コロナウイルス感染拡大予防のため、引き続き集客してのイベント開催は難しいと考え、令和3年度はZOOMを利用した
オンライン婚活セミナーやオンライン婚活イベントを行う予定です。
　また、令和4年度のNPO法人化に向けて、団体設立に関する指導・助言等を行うほか、サポーターに対してオンラインを活
用するための研修を実施します。

指標
（予定）

結婚支援①（婚活支援）

結婚支援②（マリッジサポーター）

【結婚相談窓口開設曜日と相談件数】 （単位：件）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 12月 1月 2月 3月

土 木 土 木 土 木 土 祝 木 土 木 土 木

R02 0 0 4 0 0 0 0 1 1 0 2 2 10

R01 0 0 4 4 4 1 4 2 2 2 1 2 0 26

11月
合計

【マリッジサポーター年度別推移表】

H29 H30 R01 R02

5期生 1

4期生 2 2

3期生 6 5 5

1・2期生 9 8 7 7

合　計 9 14 14 15



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

④

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

63,902

73,688

実績値

15,198

事業年度

7,662 7,754

15,198 15,272
合　計

R01

7,536 7,518

H29（決算）R03時点

保育対策総合支援事業

H30（決算）

7,754 7,565

7,368

事
業
費

項目/年度

令和2年度 48ページ

7,368

R03（予算）

3,579 3,579

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

子育て支援

保育サービスの充実

総合戦略 の取組

子どもたちの笑顔でいっぱいのまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ

指標①

目標（値）

基本施策

想定される取組

令和2年度
実施予定

施策の展開方向

タイトル

8,584 8,7547,565

7,518 3,579

R01（決算） R02（決算）

R02時点（中長期）

7,662

H29

7,565 7,565

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

こども未来課

こども支援係

H30

地域と行政の協働や町民同士の助け合いによる子育て体制が整い、子どもたちには笑顔があふれ、上牧町で子どもを産み育て続けたい
と思えるまちを目指します。

【育児相談窓口の拡充】【幼稚園教諭や保育士等の専門性の資質向上の研修の支援】

　日常生活における基本的な習慣や態度のかん養等について、保育を行う上で特に家庭環境に対する配慮等が必要とされる児童が入所
している上牧第1保育所に対し、保育士の加配を行うことにより入所児童の処遇の向上を図るとともに、障がい児等の受入れについても
通常保育では難しいと判断される児童については、保育士の加配を行うことにより待機児童を生まない受入れ体制の構築を図ります。
また、保育士の専門性の充実を図るため研修等への参加を積極的に行い、加えて、保育士の体調等にも留意し、体調不良時に即対応が
できるなど、児童に安定した保育サービスを提供できる体制を整えます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

15,272

15,952

①計画通りに実施した

3,579
家庭支援推進保育事業

7,536

16,122

11,144 11,144 11,144

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

11,144

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　日常生活における基本的な習慣や家庭環境に対する措置等保育を行う上で特に配慮が必要とされる児童を持つ保護者に対
して、子育てに関する悩みや食事面の心配事、病気、家庭の悩み等の相談を受け付け、共通理解と連携を図ります。また、
配慮が必要な子どもの人数に合わせて保育士の加配を考えていきます。保育士の専門性の充実を図るため、研修等に積極的
に参加します。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　日常生活における基本的な習慣や態度のかん養について、保育を行う上で特に家庭環境に対する配慮が必要とされる児童
に対し、保育士の適正な配置を行うことにより入所児童の処遇の向上を図るとともに、加配が必要な障がい児等の受入れに
ついても保育士の加配を行うとともに介護施設と連携を取り、身体的にサポートが必要な子どもに対しても対応できるよう
にし、待機児童を生まない受入れ体制の構築を図ります。また、保育士の専門性の充実を図るため研修等に積極的に参加す
るとともに、園内研修を多く行い話し合うことで、より良い保育を同じ方向性のもと行い、保護者からの子育てに関する悩
み等に対して相談しやすい体制を整えます。

指標
（予定）

評価

事業の見直し余地
（改善点）

　今後も国の動向や刻々と移り行くニーズを踏まえながら保育士の専門性の充実を図るために研修等に参加し、積極的な支援と連携を
継続していく必要があります。また、配慮が必要な子どもの増加が予想され、きめ細やかな保育のため、保育士増員の必要性が増すと
考えます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　核家族化の進展、地域のつながりの希薄化、共働きやひとり親家庭の増加、兄弟姉妹の数の減少等、子育て家庭や子どもの育ちをめ
ぐる環境が大きく変化しているので、保護者と保育士が信頼関係を築き、子育てに関する悩みや思いを共通理解・連携し支援する必要
性が増えることが予想されます。また、全国的な保育士不足から、加配が必要な障がい児の受入れに私立保育所の体制が整わず、公立
に配慮が必要な子どもが集まる傾向があり、第一保育所の障がい児の増加が予想されます。障がいの病名・種類・程度により支援や方
法が異なるため、きめ細やかな保育のため、保育士増員の必要性が増すと考えます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　上牧第1保育所では、延長保育・障害児保育・家庭支援推進保育士の配置等を行い、保育サービスの充実に努めています。
　子育てや子どもの発育・発達に関する悩みや思い、食事面についての心配事、病気や家庭の悩み等の相談が29件あり、保護者が孤立
することなく保護者とのコミュニケーションがとれるよう登所時に門前に立ち声かけを行い、保護者との信頼関係の構築に努めまし
た。連絡帳等を通じて、子どもの姿、悩み、つぶやきから保護者との共通理解と連携を図ることに努めました。保育士の専門性の充実
を図るため、積極的な研修参加を予定していましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和2年度は計6回の受講にとどまり
ました。その代替として、DVDでの研修を多く取り入れて園内研修を多く持ち、職員間の共通理解のもと保育を行いました。また、令和
2年度の障がい児は5人で、きめ細やかな保育の実施のため保育士を3名加配しました。待機児童もなく、概ね目標の成果が得られたと考
えます。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

保育サービスの充実



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

④

③

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

地域子育て支援
【2015年度【平成27年度】4広場
【子ども・子育て事業計画】】

人 5,434 4,014

成果指標名

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

こども未来課

こども支援係

H30

地域と行政の協働や町民同士の助け合いによる子育て体制が整い、子どもたちには笑顔があふれ、上牧町で子どもを産み育て続けたい
と思えるまちを目指します。

【きめ細かな子育て支援体制の構築】【包括的な相談体制及び支援体制の充実】【職員の資質向上】

　「つどいの広場」は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため令和2年2月の終わりから休所としていますが、新型コロナウイルスの
感染状況を見ながら再開の判断を行います。
　再開した場合は、感染予防に気を配りながら、乳幼児及びその保護者が相互に交流を行う場を提供し、子育てについての相談・情報
の提供・助言その他の支援を行います。また、地域の子育て支援機能の充実を図ることにより、子育ての不安感等を緩和し、子どもの
健やかな育ちを推進することを目的として2000年会館とラスパ西大和内ささゆりルームで「おひさま広場」や「サロンぽけっと」等を
実施します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

総合計画掲載ページ令和2年度 48ページ

4,540 4,5404,540

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

4,540 4,540

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

4,540

H29

事
業
費

項目/年度

総合戦略 の取組

指標③

指標②

基本施策

施策の展開方向

タイトル

7.情報交換拠点の整備

R03時点

つどいの広場事業

H30（決算）

4,540

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

子育て支援

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

4,540 4,540
合　計

4,540

4,540

4,540 4,540

2,000

2,460
5,380 5,326

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

22,700

実績値

4,540 4,540

4,540 4,540 4,540

H27
（2015年）
【基準値】

地域子育て力の向上・地域における子育て支援サービスの充実

子どもたちの笑顔でいっぱいのまち

R01
（2019年）

4,540

R01

H29（決算）

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位

R02
（2020年）

目標値

4,540

実績値

5年間累計

22,700



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

ー

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

地域子育て力の向上・地域における子育て支援サービスの充実

事業の見直し余地
（改善点）

　定員を設けていますが、定員超過のために受け入れできなかったことはほとんどありません。しかし今後定員超過が常態化すること
があれば、何らかの方法を考える必要があると考えます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　事業の取組については一定の評価を得ているものと判断しています。社会環境の変化等により子育て支援のニーズは増加する傾向に
あると考えます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、5月まで閉所としました。6月から再開しましたが、密を避けるため、今までは設けていな
かった定員を設け、2000年会館では25人、ラスパ西大和内ささゆりルームでは15人としました。国の新型コロナウイルス感染症緊急包
括支援交付金を活用して感染予防のための物品を購入し、定期的な消毒や換気等、感染予防対策を行いながらの実施となりました。総
利用者数は目標値を上回り、コロナ禍で子育て中の孤独感が深まることもある中、子育て中の親子が交流を行う場を提供するなどでき
たことで、概ね目標の成果が得られたと考えます。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　定員超過が常態化することがあれば、2つのクラスに分けることは人的にも場所的にも難しく、2部制にするしかないと考
えます。

2,900人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　令和3年度は、2000年会館が新型コロナウイルスワクチンの接種会場になる予定であるため、開催日時や場所に調整が必要
と考えます。
　引き続き感染予防対策を行いながら、乳幼児及びその保護者が相互に交流を行う場を提供し、子育てについての相談・情
報の提供・助言その他の援助を行います。地域の子育て支援機能の充実を図ることにより、子育ての不安感等を緩和し、子
どもの健やかな育ちを推進することを目的として2000年会館とラスパ西大和内ささゆりルームで「おひさま広場」や「サロ
ンぽけっと」等を実施します。

指標
（予定）

地域子育て支援

【つどいの広場参加者数】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

R02 0 0 233 205 144 233 236 250 235 258 354 312 2,460

R01 395 339 315 395 302 441 381 421 318 366 341 0 4,014

H30 322 257 320 387 425 370 343 359 276 264 400 426 4,149

H29 418 325 434 451 340 461 335 293 327 333 369 300 4,386



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

④

④

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

1,172

753 936 936

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

753

実績値

①計画通りに実施した

936

地域子育て支援
【2015年度【平成27年度】4広場
【子ども・子育て事業計画】】

人 5,434 4,014

預かり保育事業
898

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

こども未来課

こども支援係

H30

地域と行政の協働や町民同士の助け合いによる子育て体制が整い、子どもたちには笑顔があふれ、上牧町で子どもを産み育て続けたい
と思えるまちを目指します。

【情報交換拠点の整備】【地域における保育環境の改善事業の推進】

　安心して妊娠・出産・子育てができる環境整備を目指す上で、就学前児童をもつ保護者の交流会や子育てに関する情報交換拠点を含
め、町全体はもちろん、地域住民同士で助け合いながら子育てできる体制を構築するなど、関係各課と協議の上検討していきたいと考
えます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

909

392

施策の展開方向

タイトル

909 753

7.情報交換拠点の整備 8.地域における保育環境の改善事業

R01（決算） R02（決算）

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

子育て支援

地域ぐるみの子育て支援

総合戦略 の取組

子どもたちの笑顔でいっぱいのまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ

指標①

目標（値）

基本施策

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期） H29

事
業
費

項目/年度

令和2年度 48ページ

1,172

R03（予算）

753 936

事業費は、2-4-3に計上

事業年度

898 909
合　計

R01

898 909

H29（決算）R03時点

つどいの広場事業

H30（決算）

392

R01
（2019年）

2,000

2,460
5,380 5,326

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

4,432

4,124

実績値

898



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

独自

ー

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

地域ぐるみの子育て支援

事業の見直し余地
（改善点）

　つどいの広場等については定員を設けていますが、定員超過のために受け入れできなかったことはほとんどありません。しかし今後
定員超過が常態化することがあれば、何らかの方法を考える必要があると考えます。
　また、今年度の夏季休業中の預かり保育は抽選にはなりませんでしたが、来年度以降も希望者全てを受け入れられるよう見直しが必
要です。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　社会環境の変化等により子育て支援のニーズは増加する傾向にあると考えます。つどいの広場事業の取組については、一定の評価を
得ているものと判断しています。核家族化・共働き世帯の増加・就労形態の多様化に伴い、上牧幼稚園における預かり保育についても
ニーズは増加する考えます。ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

①つどいの広場等は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、5月まで閉所としました。6月から再開しましたが、密を避けるため、今
までは設けていなかった定員を設け、2000年会館では25人、ラスパ西大和内ささゆりルームでは15人としました。国の新型コロナウイ
ルス感染症緊急包括支援交付金を活用して感染予防のための物品を購入し、定期的な消毒や換気等の感染予防対策を行いながらの実施
となりました。総利用者数は目標値を上回り、コロナ禍で子育て中の孤独感が深まることもある中、子育て中の親子が交流を行う場の
提供等ができたことで、概ね目標の成果が得られたと考えます。
②保護者の子育てや就労を支援するために上牧幼稚園で預かり保育を実施しました。新型コロナウイルス感染拡大防止による利用自粛
や1年を通じて続いたコロナ禍で利用が大幅に減少しましたが、コロナ禍で幼稚園が休園になった際にも手指消毒や定期的な換気等感染
予防対策を行いながら実施し、必要とする保護者には子育て支援を図ることができたため、概ね目標の成果が得られたと考えます。（1
回：200円）

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　つどいの広場等については、定員超過が常態化することがあれば、2つのクラスに分けることは人的にも場所的にも難し
く、2部制にするしかないと考えます。
　また、夏季休業中の預かり保育については、教育総務課と連携して希望者全てを受け入れられる体制を整え、また、定員
を規定する規則の一部改正も行い、定員の規定をなくします。

2,900人

1,000人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　令和3年度は、2000年会館が新型コロナウイルスワクチンの接種会場になる予定であるため、開催日時や場所に調整が必要
と考えますが、引き続き感染予防対策を行いながら、乳幼児及びその保護者が相互に交流を行う場を提供し、子育てについ
ての相談・情報の提供・助言その他の援助を行います。地域の子育て支援機能の充実を図ることにより、子育ての不安感等
を緩和し、子どもの健やかな育ちを推進することを目的として2000年会館とラスパ西大和内ささゆりルームで「おひさま広
場」や「サロンぽけっと」等を実施します。
　また、上牧幼稚園での預かり保育も引き続き、新型コロナウイルス感染予防対策を行いながら実施します。
　夏季休業中の預かり保育についても、希望者全てを受け入れて実施します。

指標
（予定）

地域子育て支援

預かり保育の年間利用者数（延べ人数）

【預かり保育利用回数及び上牧幼稚園園児数】

H29 H30 R01 R02

預かり保育利用回数（回） 1,639 2,537 2,240 797

上牧幼稚園園児数（人） 168 161 155 132



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

⑤

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年）

38
107

2

0
3 4

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

2,485,681

2,497,182

34

実績値

107

417,652

事業年度

2,813 0

417,652 453,262
合　計

R01

414,839 453,262

H29（決算）R03時点

障がい福祉計画委託料

H30（決算）

0 0

532,115

事
業
費

項目/年度

令和2年度 50ページ

590,851

R03（予算）

500,453 547,620

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

障害者【児】福祉

障害福祉の充実

総合戦略 の取組

誰もがお互いに支え合い障壁のないまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ

指標①

目標（値）

基本施策

想定される取組

令和2年度
実施予定

施策の展開方向

タイトル

2,849 00

453,262 500,453

R01（決算） R02（決算）

R02時点（中長期）

2,813

H29

3,471 0

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

福祉課

障害福祉係

H30

障害者を取り巻く様々な障壁が無くなり、すべての地域住民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊
重し合いながら共生するまちを目指します。

【障害福祉サービスの支援体制の構築】【障害福祉サービスを提供するための財源及び地域資源の確保】【介護・訓練等給付・自立支
援医療・障害児通所支援・地域生活支援事業等の実施】

　上牧町障がい者計画及び第5期障がい福祉計画（平成30年度から令和2年度）に基づき、障がい福祉サービスや地域生活支援事業の提
供体制の確保に努め、障がい児通所サービスをはじめ、成果目標に掲げる事業の整備に向けて協議を進めます。また、地域の専門相談
員向けのスキルアップ勉強会を開催し福祉力の向上に努めます。
  現行計画が令和2年度末で終了することから、令和3年度から令和5年度までを計画期間とする第6期障がい福祉計画の策定に取り組み
ます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

453,262

534,964

①計画通りに実施した

563,223

障害児通所支援 上牧町第4期障がい福祉計画 人 31 89

福祉施設の入所者の地域生
活への移行者数

上牧町第4期障がい福祉計画 人 2 1

障がい福祉サービス等事業費
414,839

590,851

500,453 551,091 563,223

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

500,453

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

KPI

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　地域の専門相談員向けスキルアップ勉強会を継続して実施していくとともに、生き活き対策課、こども未来課、教育委員
会各課等、庁内の関係各課との協議の場の設置を支援し、定期的な意見交換や情報共有を図りながらきめ細やかな相談支援
の提供に努めます。

1人

110人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　第6期障がい福祉計画に基づき、サービス提供体制を確保に努めながら、PDCAサイクルのプロセスを念頭に福祉施設からの
地域移行や一般就労への移行等の成果目標に関する検証・改善を行います。
　西和7町共同実施で専門相談員向けスキルアップ勉強会を開催します。
　庁内連携や専門機関とのネットワーク強化のため、庁内連絡会議の開催を支援します。

指標
（予定）

福祉施設の入所者の地域生活への移行者数

障害児通所支援

評価

事業の見直し余地
（改善点）

　コロナ禍においてもオンライン実施で専門相談員向けスキルアップ勉強会を実施し、地域の相談支援力の向上に努めましたが、幅広
いライフステージにまたがる複雑で複合化した生活課題解決には、庁内連携や専門機関とのネットワークのさらなる強化が必要です。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　障がい児者福祉サービスは、手帳所持者数等の増加や障がいの重度化・高齢化に伴い、利用者数及び利用量ともに今後も増加してい
ていくことが見込まれ、特に伸びが著しいサービスとして、未就学児の療育サービスや障がい者のグループホームが挙げられます。発
達障がいや療育サービスの必要性が広く認知され、また、地域生活への移行促進が推進されている流れから、今後もニーズはますます
高まっていくことが予想されます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

〇障がい者計画及び第5期障がい福祉計画（平成30年度から令和2年度）に基づくサービス提供体制
　障がい福祉サービス、障がい児通所支援サービス、相談支援事業及び地域生活支援事業の支援体制について、過年度の実績をもとに
課内及び西和7町行政間で検証を行い、サービス提供体制の要となる計画相談員が地域で不足している現状をふまえ、相談員の人材確保
や相談技術の質の向上を図る目的として、委託相談支援事業所の協力のもと、西和7町共同で地域の計画相談員スキルアップ勉強会を2
回開催しました、（オンラインによる実施）
　第5期障がい福祉計画に掲げた主な目標の達成状況については、令和2年度に福祉施設から一般就労へ移行した障がい者は7名となりま
した。
〇第6期障がい福祉計画の策定
　障がい福祉サービスについて平成30年度から令和2年度（見込）の実績や現行計画の成果目標に関する進捗状況を検証し、令和3年度
から令和5年度までを計画期間とする第6期障がい福祉計画を策定しました。策定には保健福祉関係者や障がいサービス事業者、当時者
団体、教育機関、一般公募町民等が参画する策定委員会を4回開催し、また、町内の5つの当事者団体に対してヒアリング調査を行いな
がら幅広い意見を聴収し計画に反映することができました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

障害福祉の充実

【計画相談員向けのスキルアップ勉強会】

参加人数

1回目（オンライン開催） 18人

2回目（オンライン開催） 15人

【第5次障がい福祉計画（平成30年度～令和2年度）の主な結果】

H30 R01 R02

福祉施設から地域生活への移行者数 0人 1人 0人

福祉施設から一般就労への移行者数 3人 5人 7人

テーマ

精神障がい者への相談支援について

身体・知的障がい者への相談支援について



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

⑤

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

500

500

実績値

100
合　計

R01

50 50

H29（決算）R03時点

身体障害者協議会補助金

H30（決算）

50 50

50

50

100

100

50

50 50

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

障害者【児】福祉

施策の展開方向

タイトル

関係法律の整備に関する法律に従った整備・調整

指標①

50ページ

誰もがお互いに支え合い障壁のないまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

基本施策

5050

50 50

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

50

H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

50 50

50 50

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

福祉課

障害福祉係

H30

障害者を取り巻く様々な障壁が無くなり、すべての地域住民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊
重し合いながら共生するまちを目指します。

【各団体への啓蒙活動】【心のバリアフリー意識の醸成】

　町内の障がい者団体「上牧町身体障害者協議会」「上牧町手をつなぐ育成会」（身体・知的）への助成を行います。
　民生児童委員協議会向けに障がいの合理的配慮に関する勉強会を実施します。
　精神障がいの理解啓発に係る住民向け講座を実施します。（西和7町共同実施）

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

50
手をつなぐ育成会補助金

50

成果指標名

100

100 100 100

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

100

実績値

④計画を変更して実施した

　西和7町合同実施で、精神障がいの理解促進に係る住民講座の開催を予定しておりましたが、合同協議の結果、新型
コロナウイルス感染拡大防止の観点から事業を変更し、啓発ワードを盛り込んだマスクを配布する事業を実施しまし
た。

100 100



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から西和7町協働による住民講座の実施を見合わせ、代替としてマス
クの配布事業となりましたが、オンラインによる開催等、障がい理解啓発に資するコロナ禍において可能な代替事業を広域
連携による実施を見据え検討します。また、町職員向けにはテーマを絞った啓発講座を実施します。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

〇上牧町身体障害者協議会
　社会見学、頭と体の体操、歩こう会の実施
〇上牧町手をつなぐ育成会
　おしゃべり塾、県外体験研修会の実施
〇障がい理解促進に係る住民向け講座（講演会）の実施（西和7町共同実施）
〇町職員向け聴覚障がいや手話に関する講座の実施

※新型コロナウイルス感染拡大の動向を注視しながら、規模の縮小や代替事業による実施も勘案いたします。

指標
（予定）

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　障がい児者数の増加に伴い、地域住民や町職員への障がい理解啓発に係る取組を強化していく必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　障がい児者数が増加している現状を踏まえ、「障害者差別解消法」「奈良県障害のある人もない人もともに暮らしやすい社会づくり
条例」に基づき障がい特性への理解啓発や合理的配慮促進に係る事業を継続して実施していく必要があります。ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

〇上牧町身体障害者協議会
　頭と体の体操、歩こう会（於；メナード青山リゾート）を実施しました。
〇上牧町手をつなぐ育成会
　知的・発達障がいをもつ障がい児者の保護者が気軽に相談できる「おしゃべり塾」の開催を支援し、奈良県手をつなぐ育成会のキャ
ラバン隊による知的・発達障がい理解に関するワークショップや当事者同士の話し合いを行い、福祉課より3人がアドバイザーとして参
画しました。（11/29　参加人数31人）
〇民生児童委員協議会の定例会にて聴覚障がい理解促進に係る勉強会（講師：上牧町聴覚障害者協会会長　他ろう者1人）を実施し、ろ
う者への合理的配慮に関する講演や、簡単な手話講座を実施しました。（2/16　参加人数30人）
〇障害者週間の取組として、上牧町立図書館にて特設コーナーを設置し障がい福祉に関する書籍や関連パンフレット等の展示を行いま
した。
〇障がいを持つ児童やその保護者への就学に関する円滑な支援体制の共通理解を深めるため、障がいを主管する関係部局として教育委
員会の教育支援委員会に参画しました。
〇啓発ワード「知ればわかる　知れば変わる　みんなが暮らしやすい社会へ」を盛り込んだマスクを本庁舎、2000年会館にて配布しま
した。（窓口設置）

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

関係法律の整備に関する法律に従った整備・調整

【「おしゃべり塾」参加人数】

H30 R01 R02

23人 22人 31人

【民生委員・児童委員向け障がい福祉に関する勉強会　参加人数及び内容】

R01 R02

34人 30人

・発達障がいについて

・障がい福祉の制度について

・ろう者の生活について

・手話について



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

⑤

③

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

7,928

7,832

実績値

1,675
合　計

R01

H29（決算）R03時点

地域活動支援センター運営負担金

H30（決算）

1,601 1,418

1,391

1,601

1,391

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

障害者【児】福祉

施策の展開方向

タイトル

共生社会の実現のための障害者の自立と社会参加

指標①

50ページ

誰もがお互いに支え合い障壁のないまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

地域活動支援センター利用登録者

目標（値）

12人

基本施策

1,7471,418

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

1,675

H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

1,617 1,617

1,675 1,601

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

福祉課

障害福祉課

H30

障害者を取り巻く様々な障壁が無くなり、すべての地域住民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊
重し合いながら共生するまちを目指します。

【介護・訓練等給付・自立支援医療・障害児通所支援・地域生活支援事業等の充実】

　障がい者の創作的な活動や生産活動、社会との交流促進など、さまざまな活動を支援する場を提供する施設である地域活動支援セン
ターの利用支援事業を行います。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

成果指標名

1,747

1,418 1,617 1,617

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

1,418

実績値

①計画通りに実施した

1,675 1,601



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

独自

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　地域活動支援センターの事業所や計画相談員とも共有を図りながら、必要な方を円滑に通所利用に繋げられるよう連携強
化に努めます。相談支援に関する勉強会等を実施する際、センターの利用促進に係る周知を積極的に行います。

13人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　地域活動支援センターの利用支援事業を継続します。
　令和3年度実施する予定である専門相談員の人材確保とスキルアップを目的とした勉強会の中で地域活動支援センターの周
知と利用促進に係る内容を盛り込み意見交換を行います。

指標
（予定）

地域活動支援センター利用登録者

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　日中活動の場としての地域活動支援センターは、当事者の社会参加の中心課題である就労への足掛かりとなる役割があります。今後
も当事者やその家族がもつ細かなニーズを汲み取り、解決に向けた手段として、地域生活支援センターの利用につなげることも想定し
ながら相談支援を行います。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　近年の精神障がい者手帳所持者数の増加や、引きこもり問題を勘案すると、当事者同士で交流する日中活動の場として地域活動支援
センターのニーズは高いと考えられます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　地域活動支援センターは、身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者の方に、創作活動又は生産活動等の機会を提供し、地域生活
の支援を行います。
　令和2年度に利用者が1人増加し計12人となりました。

令和2年度末時点の利用登録者
・地域活動支援センター「まーぶる」（斑鳩町）　　10人
・地域活動支援センター「なっつ」　（大和高田市） 1人
・地域活動支援センター「コスモールいこま」（生駒市）1人
　上牧町第5期障がい福祉計画の見込量である9人を上回り、目標値を達成できました。当事者やその家族からの日中活動の場に関する
相談について利用を提案し、対応できたことが要因であると考えられます。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

12人

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① 地域活動支援センター利用登録者

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

共生社会の実現のための障害者の自立と社会参加

【地域活動支援センター利用登録者数】 （単位：人）

H30 R01 R02

まーぶる（斑鳩町） 10 10 10

なっつ（大和高田市） 0 1 1

コスモールいこま（生駒市） 0 0 1

合計 10 11 12



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

⑤

④

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

1,672 1,672

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

1,516

実績値

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

②計画通りに実施できなかった

　新型コロナウイルス感染拡大の影響から奈良県令和2年度まほろばあいサポート運動に係るメッセンジャー研修は開
催されませんでした。

400
手話養成講座委託料

400

1,318

1,127 2,034

2,188

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

福祉課

障害福祉係

H30

障害者を取り巻く様々な障壁が無くなり、すべての地域住民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊
重し合いながら共生するまちを目指します。

【合理的な配慮の推進・啓蒙】【まほろばあいサポート運動の推奨・推進】

　手話通訳者派遣（コミュニケーション支援事業)…聴覚、言語、音声機能等の障がいのため、意思疎通を図ることに支障がある人とそ
の他の人の意思疎通を介するために、手話通訳や要約筆記等を行うものを派遣します。
　手話養成講座…上牧町社会福祉協議会に委託します。令和元年度の基礎編講座から引き続き、入門編講座を開講し、新規受講者を募
ります。
　奈良県の主催するまほろばあいサポート運動に係るメッセンジャー研修に参加します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標① 手話通訳養成講座受講者の人数

目標（値）

10人

基本施策

施策の展開方向

タイトル

727 1,6341,116

400 400

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

400 400

1,272 1,272

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

1,179

H29

事
業
費

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

障害者【児】福祉

障害者へのよりきめ細やかな対応

総合戦略 の取組

誰もがお互いに支え合い障壁のないまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 50ページ

400

1,179 918

1,579 1,318
合　計

R01

400 400

H29（決算）R03時点

コミュニケーション支援事業委託
料

H30（決算）

918 1,788

400

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

8,429

7,574

実績値

1,579



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

独自

ー

ー

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① 手話通訳養成講座受講者の人数

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

　ろう者には筆談や、文字を読むことが困難な方もおられ、高齢化に伴い必要となる福祉サービスの制度や生活全般の相談をより柔軟
に対応するための施策の検討が必要です。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　「奈良県手話言語条例」（平成29年4月施行）や「奈良県障害のある人もない人もともに暮らしやすい社会づくり条例」（平成28年4
月施行）、「まほろばあいサポート運動」等の周知により、障がい者の増加に伴う合理的配慮推進の動きはますます高まっていくと考
えられます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　令和2年度の手話通訳者の派遣回数は月間平均7件(延べ89件・実人数5人)で、第5期障がい福祉計画の見込み量である月間平均11件を
下回りました。
　要約筆記者派遣は、大阪府にある大学のスクーリング受講に伴う申請がありましたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により府
内に要約筆記者を派遣することが出来ない状況となりました。
　手話養成講座については入門編を開講し、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえて、定員を10人に縮小したところ、計6人が受講し
修了となりました。
　ヘルプマーク・ヘルプカードの周知活動としましては、障害者週間の期間中に町立図書館にてヘルプマーク等の展示、また福祉課窓
口での見本の展示、ポスターの掲示等を行い、計33人の申請につながりました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

6人

事業の見直し余地
（改善点）

障害者へのよりきめ細やかな対応

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　上牧町手話サークルや手話養成講座を受託し、奈良県の登録手話通訳者とのネットワークを構築している町社会福祉協議
会と協働して手話通訳者窓口設置等の事業について検討します。

10人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　手話通訳者・要約筆記者派遣事業を継続します。
　手話養成講座(基礎編)を開講します。
　手話通訳者の窓口設置に係る施策の検討を行います。

※手話養成講座については、今後も新型コロナウイルスの感染状況を注視するとともに、定員規模の縮小等の措置を講じる
ことも検討しながら実施する予定です。

指標
（予定）

手話養成講座受講者の人数

【ヘルプマーク申請者数（人）】

H30 R01 R02

23 49 33

【手話通訳者の派遣回数（回）】

H30 R01 R02

141 156 89

【手話養成講座受講者数（人）】

H30

（入門編）

R01

（基礎編）

R02

（入門編）

5 7 6



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

⑤

⑤

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

0

0 0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値

②計画通りに実施できなかった

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、西和7町障害者等支援協議会の専門部会「人権・施策部会」による「障
害のある人もない人もともに暮らしやすい社会づくり条例」に関する講演会は中止しました。

0 0

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

福祉課

障害福祉係

H30

障害者を取り巻く様々な障壁が無くなり、すべての地域住民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊
重し合いながら共生するまちを目指します。

【合理的な配慮の推進・啓蒙】【相談員専用連絡先◆奈良県障害者相談窓口◆と連携】【施設虐待◆市町村障害者虐待防止センター◆
または◆奈良県障害者権利擁護センター◆等と連携】

　奈良県障害者相談窓口及び奈良県障害者権利擁護支援センターとの協力体制を継続し、障がい者差別や虐待の相談・通報の際の迅速
な対応に努めます。
　「令和2年度奈良県障害者虐待防止・権利擁護研修」に参加し、さらなる虐待事案対応に係るスキルアップを図ります。
　西和7町障害者等支援協議会の専門部会「人権・施策部会」にて、「障害のある人もない人もともに暮らしやすい社会づくり条例」の
周知活動を実施します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

基本施策

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期） H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

障害者【児】福祉

施策の展開方向

タイトル

障害者虐待の防止と障害者の擁護者に対する支援

指標①

50ページ

誰もがお互いに支え合い障壁のないまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

合　計

R01

H29（決算）R03時点 H30（決算）

0

0

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

0

0

実績値

0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

障害者虐待の防止と障害者の擁護者に対する支援

　障がい者虐待が周知されるとともに、虐待事案の相談・通報は今後も発生していくことが予想されますが、被虐待者を一時的に保護
する1つの手段である短期入所等を行う事業所が地域で不足している現状があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　障害者手帳保持者の増加や、障がい者差別・虐待がより広く周知されていくとともに、相談や通報も今後ますます増えていくことが
予想されます。関係機関とのさらなるネットワークの強化が必要です。ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　「令和2年度奈良県障害者虐待防止・権利擁護研修」(2/17）に福祉課職員1名が参加し、虐待に関する知識や対応手順等の習得に努
め、課内で情報共有を行いました。
　上牧町が障がい者虐待に認定した事案は発生いたしませんでしたが、事業所より2件の通報があり、担当市町村と情報共有を行いなが
ら迅速に対応いたしました。
　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、西和7町障害者等支援協議会の専門部会「人権・施策部会」による「障害のある人もない
人もともに暮らしやすい社会づくり条例」に関する講演会は中止しました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標②

事業の見直し余地
（改善点）

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　被虐待者である障がい者等を一時保護するための施策として、西和7町圏域で実施を検討している「地域生活支援拠点」の
整備に係る協議を進め、一時保護施設等の確保に向け緊急一時保護事業の整備を進めていきます。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　令和3年度奈良県障害者虐待防止・権利擁護研修へ参加します。
　奈良県障害者相談窓口等との連携を継続します。
　人権施策部会による障がい者虐待防止や権利擁護に係る協議を継続します。
　地域生活支援拠点の整備（緊急一時保護事業）に係る協議を継続します。
（人権施策部会や地域生活支援拠点に係る協議については、新型コロナウイルスの感染状況を見ながら、オンラインによる
会議の開催を見据え実施します。）

指標
（予定）

【上牧町障がい者虐待認定件数（件）】

H29 H30 R01 R02

1 1 0 0

【人権・施策部会による勉強会参加人数（人）】

H30 R01 R02

40 29 中止



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

⑥

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

①計画通りに実施した

ボランティア活動支援 上牧町地域福祉計画 人 228 361

小地域ネットワーク活動の
充実

上牧町地域福祉計画 数 11 14

0

0 0

0

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

福祉課

社会福祉係

H30

自助・共助・公助の理念のもと、地域同士が連携するとともに情報を共有し、協働による取り組みで地域福祉の広がりを持たせ、人と
人とが手を取り合い、支え合い安心して暮らせるまちを目指します。

【すこやかサポーターの支援】【ボランティア団体との活動の連携】【新規のグループの育成・発掘・支援】【地域での見守り活動体
制の構築】

　「地域福祉計画」（平成28年度から令和2年度）において基本理念に掲げる「人と人とが手を取り合い、支え合い安心して暮らせるま
ちづくり」を推進します。
　また、「地域福祉計画」と社会福祉協議会が策定する「地域福祉活動計画」を一体化させた次期計画策定を見据え、住民が地域で活
動しやすい環境づくりをさらに推進していくため、住民アンケートや団体ヒアリング、地区会議を開催し、細かなニーズ把握に取り組
みながらより具体的な施策の検討を行います。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

基本施策

施策の展開方向

タイトル

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期） H29

事
業
費

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

地域福祉

地域ぐるみでのサポート

総合戦略 の取組

人と人が手を取り合い支え合い安心して暮らせるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 52ページ

0 0
合　計

R01

H29（決算）R03時点 H30（決算）

R01
（2019年）

270
358

15

14
17 24

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

0

0

250

実績値

366

0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

KPI

ー

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

　住民座談会において、「近隣住民とのあいさつや声掛けが減ってきている」という意見があり、地域のつながりが希薄化への対応が
課題と考えられます。また、各種団体同士の連携強化を望む声も多く、団体や地区の枠を超えて集まり、情報交換ができるような場や
機会が必要とされています。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　住民座談会において、「近隣住民とのあいさつや声かけ、顔の見える関係が減ってきている」という意見や「団体間の連携強化」を
望む声が多くありました。また、少子高齢化や虐待、孤独死、生活困窮など地域における問題も年々複合化・複雑化していることから
も、地域住民同士のつながりや地域住民・行政・社会福祉協議会の連携体制の構築が強く求められています。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　小地域ネットワーク活動をしている地域数は、前年度と同数の14地域となりました。活動内容としては、新型コロナウイルス感染症
により公共施設が利用中止となった期間を除いて、毎月1回連絡会を開催し情報共有を行いました。例年、各地域に公民館や老人憩いの
家を拠点として行っているサロン活動や季節ごとのイベントは、感染防止のため中止とし、見守り活動等の訪問を中心とした活動を実
施しました。
　上牧町ボランティア連絡協議会加入者数は、令和2年度末現在で358人となり、目標値である366人には及びませんでしたが、最終目標
値である270人は大きく上回っています。
　毎年2000年会館などで開講されている「かんまきタウンカレッジ」は新型コロナウイルス感染防止のため未実施となりました。
　次期計画策定に向けて実施した、住民アンケート調査、団体ヒアリング調査、住民座談会の開催、関係各課及び社会福祉協議会の代
表による「庁内連絡会議」の開催により、地域福祉に関するニーズ調査を行いました。その結果をもとに、計4回開催した「上牧町地域
福祉計画及び地域福祉活動計画策定委員会」にて課題の洗い出しや今後の目標、施策の展開について検討しました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

地域ぐるみでのサポート

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　地域のつながりの希薄化への対応として、地域福祉の意義や必要性について住民に広く周知を行い、地域で支えあう意識
づくりを行います。また、住民が地域に参画し福祉活動を行える場として考えられる、小地域ネットワーク活動や各種ボラ
ンティア活動に対する支援として、2000年会館やコミュニティセンター、老人憩の家といった活動拠点の整備・提供を行い
ます。
　各種団体の連携強化に向けては、令和3年度からの次期計画に社会福祉協議会の新たな取組として記載する「気になる会議
の開催」により、住民や多様な福祉団体、専門職等が地区単位の地域課題について一緒に考える場の開催を支援します。

15地域

366人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　令和3年度からの新たな計画となる「上牧町地域福祉計画及び地域福祉活動計画」において基本理念に掲げる「人と人とが
手を取り合い、支え合い安心して暮らせるまちづくり」を推進します。
　地域で支えあう意識づくりとして、学校における福祉教育や人権教育を推進します。また、地域団体間の交流促進の支援
や活動拠点の整備・提供により、小地域ネットワークや上牧町ボランティア連絡協議会等が、地域のボランティア活動をし
やすい環境づくりを推進します。
　「気になる会議」の開催を支援し、住民や福祉関係者、専門家などが課題解決に向けて議論する場を設けることで、地域
で互いに助け合う意識づくりを育むだけでなく、住民や団体間の交流促進を目指します。
　小地域ネットワーク活動の普及に向けて、各地区で行われている活動をSNSで紹介し、幅広い世代に活動内容を知っていた
だくよう周知活動を行います。また、社会福祉協議会と協働し、ボランティア活動者の中から未設置地区において活動の中
心となりうる人材の発掘、および自治会や老人会などその地域の活動者に向けた住民座談会の開催を行います。

指標
（予定）

小地域ネットワーク数

上牧町ボランティア連絡協議会会員数

【小地域ネットワークの状況】

H29 H30 R01 R02

小地域ネットワークの組織化（ヶ所） 13 14 14 14

（組織化率） （54%） （58%） （58%） （58%）

連絡会の開催（回） 12 12 12 10

住民座談会の開催（回） 1 2 0 2



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

⑥

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

4,410

3,839

実績値

0
合　計

R01

H29（決算）R03時点

地域福祉計画策定事業

H30（決算）

0 0

3,839

0

3,839

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

地域福祉

施策の展開方向

タイトル

上牧町地域福祉計画の推進

指標①

52ページ

人と人が手を取り合い支え合い安心して暮らせるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

基本施策

00

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期）

0

H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

4,410 0 計画策定支援業務委託料

0 0

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

福祉課

社会福祉係

H30

自助・共助・公助の理念のもと、地域同士が連携するとともに情報を共有し、協働による取り組みで地域福祉の広がりを持たせ、人と
人とが手を取り合い、支え合い安心して暮らせるまちを目指します。

【上牧町地域福祉計画に基づいた地域福祉の推進】【上牧町地域福祉計画の見直し】

　地域福祉計画及び地域福祉活動計画の一体的な策定に取り組みます。
　現行の地域福祉計画の推進に向けて、地域の担い手育成や地域住民の交流促進に向けた活動の支援、また関係機関等の連携を踏まえ
た相談支援体制を継続します。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

成果指標名

0

0 4,410 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値

①計画通りに実施した

0 0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　町福祉部局及び社会福祉協議会の代表が参加する「庁内連絡会議」を開催し、複合化・多様化する地域課題への対応や相
談窓口の連携強化について協議します。
　住民や多様な福祉団体、専門職などが地区単位の地域課題について一緒に考える場となる「気になる会議」の開催を支援
することにより、地域の見守り体制の強化を図ります。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　令和3年度からの新たな計画となる「上牧町地域福祉計画及び地域福祉活動計画」において基本理念である「人と人とが手
を取り合い、支え合い安心して暮らせるまちづくり」を実現させるため、基本目標に掲げた「地域で顔の見える関係づく
り」「だれもが地域に参加できる仕組みづくり」「住み慣れた地域で安心して暮らせる仕組みづくり」を推進します。
　庁内連絡会議にて、複合化・多様化する地域課題への対応や相談窓口の連携強化について協議を行い、「包括的な相談支
援体制の充実」を目指します。
　「気になる会議」の開催を支援し、住民や福祉関係者、専門家などが課題解決に向けて議論する場を設けることで、地域
で互いに助け合う意識づくりを育むだけでなく、住民や団体間の交流促進を目指します。

指標
（予定）

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　近年、地域の課題が複合化・多様化しており、庁内連絡会議においても、そのような事例が増えているという意見がありました。複
合化・多様化する課題に対しては、複数の担当課で対応することも多く、地域住民や福祉団体、行政、社会福祉協議会といった福祉に
関する活動者や相談窓口の横断的な連携強化が求められます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　少子高齢化や虐待、孤独死、生活困窮等の地域における問題は、年々複合化・複雑化しており、地域住民・行政・専門職が一体と
なって地域の課題に取り組む礎である地域福祉計画は、地域共生社会の構築のため、強く求められるものであると考えます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　地域福祉計画及び地域福祉活動計画の一体的な策定に向けて、一般公募町民や学識経験者、関係機関や各種団体の代表者による策定
委員会を計4回開催しました。また、地域福祉に関する意識や生活課題をより明確にするため、無作為抽出した2,000人の町民を対象と
したアンケート調査や地域福祉に関わる29の団体へのヒアリング調査や住民座談会の開催しました。加えて、高齢者・障がい者・児童
及び生活困窮者等、世代横断の複雑化した福祉課題の洗い出しを行うため、関係各課の代表による「庁内連絡会議」を開催。令和3年2
月8日～22日には、幅広く意見を聴取するため、素案に対してパブリックコメントを実施しました。
　地域福祉計画の推進
①地域の見守り体制の強化
　地域の活動者である民生児童委員と行政部局がさらなる連携体制を構築するため、民生児童委員協議会の会議において、福祉課や地
域包括支援センター、教育委員会の職員が、福祉制度や見守りに係る町の事業についての説明会を行い、情報共有を図りました。【福
祉課】
　要保護児童対策協議会を通じて、要保護児童やその家族支援のあり方について、こども支援課・福祉課間で情報共有を行うととも
に、実務者会議において、児童相談所や西和警察署、教育委員会等の関係機関との合意形成を図りました。【こども支援課】
　取組内容に地域の見守り活動を含む「上牧町と日本郵便株式会社　包括的連携に関する協定書」を令和3年3月24日に町と香芝郵便
局、西大和まきのは郵便局、西大和片岡台郵便局との間で締結しました。【政策調整課】
　上牧町で安心して暮らすことができることを目指し、「上牧町地域見守りネットワークに関する協定書」を社会福祉協議会や配送会
社、新聞販売店、ライフライン会社など町内で活動されている計11団体と締結しました。【福祉課】
②地域での交流機会の充実
　子育て世代の交流である「つどいの広場」事業を実施しました。（4月～5月は公共施設の利用中止に伴い未実施）【社会福祉協議
会】
③安心して福祉サービスが利用できる仕組みづくり
　子育て支援に関する住民向けガイドブックを作成しました。【こども支援課】
④地域の相談・支援体制の充実
　平成30年の機構改革で高齢・障がい・生活困窮・こども担当課及び社会福祉協議会が2000年会館に集約されたことにより、各課横断
的な問題や制度の狭間で困窮している地域住民への支援に関して、適宜各担当課の職員が集まってチームとなり、情報共有や解決に向
けた手法の協議を迅速かつ円滑に進められる体制を継続して構築しました。【福祉課　生き活き対策課　こども支援課】
⑤地域ぐるみでの防犯・防災の推進
　民生児童委員の活動として、見守り対象者に配布したはがきに特殊詐欺について記載することで注意喚起を行いました。【福祉課】
⑥あらゆる虐待の防止と権利擁護の推進
　民生児童委員向けに成年後見制度に関する研修会を実施しました。【福祉課　生き活き対策課】
　権利擁護支援センターななつぼしに委託し、成年後見制度利用促進事業を実施し、後見制度に係る相談支援や利用申請手続きの支援
を行いました。【福祉課】

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

上牧町地域福祉計画の推進



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

⑦

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年）

32.0
39.5

33.0

30.9
35.0 40.0

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

30,082

30,082

28.0

実績値

39.0

30,082

事業年度

30,082 0

30,082 0
合　計

R01

H29（決算）R03時点

子育て就業支援事業

H30（決算）

0 0

事
業
費

項目/年度

令和2年度 54ページ

社会教育課・秘書人事課

R03（予算）

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

男女共同参画

男女共同参画社会の実現

総合戦略 の取組

男性も女性も意欲に応じてあらゆる分野で活躍できるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ

指標①

目標（値）

基本施策

想定される取組

令和2年度
実施予定

施策の展開方向

タイトル

0 00

43.子育てママ就業支援事業

R01（決算） R02（決算）

R02時点（中長期）

30,082

H29

0 0

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

企画財政課

総合企画係

H30

性別に関わらず、仕事や家庭、地域活動等の様々な場面で活躍の機会が確保され、お互いを尊重し合いながらともに責任を担い、意欲
に応じてあらゆる分野で活躍できるまちを目指します。

【まちづくりへの女性参画体制の構築】【男女共同参画社会の教育・学習の充実】【男女共同参画に関する啓発】【女性の起業の支
援】【就業の場の整備・確保】

　女性委員の割合を2021年の目標である35%近くになるように、女性委員の選任を積極的に検討していきます。
　また、平成29年度から実施している「上牧町子育てママ就業支援事業」についても、引き続き、民間事業者と連携し、事業拠点の運
営を継続していく予定です。また、経過を観察しながら、住民ニーズを把握し、事業を通じて子育て環境の充実に努めていきます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

0

0

②計画通りに実施できなかった

　子育てママ就業支援事業拠点の運営については、新型コロナウイルス感染拡大により、令和2年4月14日から5月31日
まで臨時休業しました。

上牧町役場における管理的
地位にある職員に占める女

性職員の割合

管理的地位にある職員に占める
女性職員の割合

％ 24.4 39.0

審議会等への女性委員登用
率

審議会等における女性委員の割
合

％ 32.9 30.5

0

0 0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

KPI

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　女性が自己実現に向けて希望を叶えることのできるまちとして、女性の参画機会の創出や社会復帰に向けた支援について
は、現在の取組に加え、参画機会の拡大に向けた事例の研究や地域関係者との連携機会を設けるなど、男女共同参画社会の
実現に向けて取り組んでいきたいと考えます。

35.0%

39.0%

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　女性委員の割合を2021年の目標である35％近くになるように、女性委員の選任を積極的に検討していきます。
　また、「上牧町子育てママ就業支援事業」についても、引き続き、民間事業者と連携し、事業拠点の運営を継続していく
予定です。また、経過を観察しながら、住民ニーズを把握し、事業を通じて子育て環境の充実に努めていきます。

指標
（予定）

審議会等への女性委員の割合

上牧町役場における管理的地位にある職員に占める女性職員の割合

評価

事業の見直し余地
（改善点）

　子育てママ就業支援事業については、将来的な展望を見すえ、成果を高めるための見直しも必要であると考えますが、先駆的な取組
であり、調査・研究にある程度時間を要すると考えます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　男女共同参画社会を実現することは、安心と喜びを持って子どもを産み育てることのできる社会の実現につながるものであり、解決
すべき課題となっている人口減少、少子化対策にも有効であると考えられ、その取組として、行政への参画機会の創出や就業の場の整
備・確保といった取組に対するニーズは増加してくるものと考えます。ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　上牧町まち・ひと・しごと創生総合戦略検証委員会においては、団体代表者の交代等で女性委員の割合が低下しましたが、成果指標
である「上牧町役場における管理的地位にある職員に占める女性職員の割合」については前年度実績、目標値を上回り、「審議会等へ
の女性委員登用率」についても、目標値は下回ったものの、前年度実績を上回る結果となりました。
　また、子育てママ就業支援事業については、臨時休業を除き予定通り継続できていますが、令和2年度の事業拠点における年間延べ雇
用者数は26名（対前年比+6名）となっており、目標人数の50人には届きませんでしたが、新型コロナ関連の受注などもあり、昨年度よ
り雇用が増えました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

男女共同参画社会の実現

【「審議会等への女性委員登用率」及び「上牧町役場における管理的地位にある職員に 　占める女性職員の割合」】

H27 H28 H29 H30 R01 R02

審議会等への女性委員登用率（％） 32.9 25.0 32.9 33.3 30.5 30.9

上牧町役場における管理的地位にある職員に占め

る女性職員の割合（％）
24.4 26.6 30.3 39.3 39.0 39.5

【参考】

上牧町役場職員に占める女性職員の割合（％）
42.1 42.4 42.0 44.1 43.1 43.1



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

⑦

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

0

0

実績値

0
合　計

R01

H29（決算）R03時点 H30（決算）

0

0

想定される取組

令和2年度
実施予定

事業年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

男女共同参画

施策の展開方向

タイトル

男女共同参画についての理解の促進

指標①

54ページ

男性も女性も意欲に応じてあらゆる分野で活躍できるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度

目標（値）

基本施策

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

R02時点（中長期） H29

総合戦略 の取組

事
業
費

項目/年度

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

社会教育課

生涯学習推進係

H30

性別に関わらず、仕事や家庭、地域活動等の様々な場面で活躍の機会が確保され、お互いを尊重し合いながらともに責任を担い、意欲
に応じてあらゆる分野で活躍できるまちを目指します。

【推進のための広報・啓発】【視点に立った教育・学習の推進】【理解の促進】

　上牧町立図書館の一角を利用して啓発活動を行います。ホームページ等に掲載し、町民に図書館への来場を呼びかけます。ポスター
の掲示や書籍の展示及び貸出を行い、男女共同参画の理念について理解を深めます。また、奈良県で実施される男女共同参画社会の形
成の促進を図る各種事業について、チラシ等で啓発活動を行います。
　それ以外にも、ペガサスフェスタ等の町主催の行事でも、他の人権問題と併せてDVDやチラシ等で啓発活動を行います。
　また、国や県の事業で行っている講師派遣、セミナー等も利用して、啓発活動の場を増やしていきます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

成果指標名

0

0 0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値

②計画通りに実施できなかった

　新型コロナウイルス感染症の影響により、上牧町立図書館での啓発活動を例年より縮小したほか、ペガサスフェス
タでの啓発活動と、国の女性就業支援全国展開事業を利用したセミナーを中止しました。

0 0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　県や他市町村で行われている啓発活動、行事等を参考に、必要に応じて実施場所・期間の拡大、図書や冊子の展示以外の
啓発方法の検討、現状のニーズに沿った内容の講座やセミナーの実施等を行います。
　また、実施する場合は、消毒や検温等の新型コロナウイルス感染症対策をしながら行います。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　男女共同参画週間に令和2年度の実施内容を継承し、啓発活動を行います。また、県や他市町村を参考にして新たな啓発活
動の検討にも努めます。また、令和2年度に中止となった事業につきましても、消毒や検温等の新型コロナウイルス感染症対
策をしながら行います。

指標
（予定）

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　このように男女の平等が求められていることから、現状のニーズに沿った啓発活動を行う必要があり、実施する場合も、消毒や検温
等の新型コロナウイルス感染症対策を行いながら事業を計画する必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　令和2年度地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況（内閣府男女共同参画局推進課）から抜粋
  地方自治法（第202条の3）に基づく審議会等における女性委員の比率（令和2年度）
　・上牧町：30.7%（前年度比0.2%増）  　県内市町村平均：23.1%（前年度比0.1%増）
　市町村の女性公務員の状況（令和2年度）
　・管理職（部局長・次長・課長相当職）の女性比率
　　　上牧町：14.3%（前年度比4.3%増）　県内市町村平均：21.4%（前年度比0.1%減）
　・課長補佐相当職の女性比率
　　　上牧町：51.9%（前年度比13.4%増） 県内市町村平均：35.6%（前年度比2.1%増）
　・係長相当職の女性比率
　　　上牧町：45.5%（前年度比10.1%減） 県内市町村平均：36.3%（前年度比0.6%減）

　女性の社会進出が進むことに伴い、様々な女性に関する人権問題が発生しており、内閣府の世論調査（令和元年9月調査）でも「社会
全体における男女の地位の平等感」という質問に対して、約78％の女性が「男性の方が優遇されている」と考えています。
　これらの現状や、男女共同参画社会の形成の促進を図る各種行事が全国的に実施されていることもあり、男女共同参画社会の形成に
対するニーズは高まってきています。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　男女共同参画週間において、上牧町では6月23日から6月28日の期間中、上牧町立図書館の一角を利用して関係ポスターや図書を展示
することにより、男女共同参画の理念について理解を深める啓発活動を行うことができました。
　しかし、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、男女共同参画に関する冊子やパンフレット等の配布を取りやめるなど例年より
規模を縮小して実施しました。
　また、ペガサスフェスタにて、人権啓発コーナーの一角を利用したチラシ等での啓発活動と、国の女性就業支援全国展開事業を利用
したセミナーを予定していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により中止しました。
　その他、法務局が実施している、職場でのセクハラ、ストーカー行為等の女性の人権に関わる問題全般についての相談を行う全国一
斉「女性の人権ホットライン」強化週間について広報誌に掲載したほか、国が実施している、性暴力に関するSNS相談「キュアタイム」
についてLINEやFacebookにて広報するなど、コロナ禍で啓発活動が制限される中でも、SNS等も活用しながら啓発活動に努めました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

男女共同参画についての理解の促進



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

⑦

③

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

0

0

実績値

0

0 0
合　計

R01

H29（決算）R03時点 H30（決算）

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期） H29

事
業
費

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

男女共同参画

家事・子育てや介護など責任を分かち合う家庭づくりの推進

総合戦略 の取組

男性も女性も意欲に応じてあらゆる分野で活躍できるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 54ページ

基本施策

施策の展開方向

タイトル

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

社会教育課

生涯学習推進係

H30

性別に関わらず、仕事や家庭、地域活動等の様々な場面で活躍の機会が確保され、お互いを尊重し合いながらともに責任を担い、意欲
に応じてあらゆる分野で活躍できるまちを目指します。

【固定的な性別分担意識解消のための啓発・セミナー開催】

　上牧町立図書館の一角を利用して啓発活動を行います。ホームページ等に掲載し、町民に図書館への来場を呼びかけます。ポスター
の掲示や書籍の展示及び貸出を行い、男女共同参画の理念について理解を深めます。また、奈良県で実施される男女共同参画社会の形
成の促進を図る各種事業について、チラシ等で啓発活動を行います。
　それ以外にも、ペガサスフェスタ等の町主催の行事でも、他の人権問題と併せてDVDやチラシ等で啓発活動を行います。
　また、国や県の事業で行っている講師派遣、セミナー等も利用して、啓発活動の場を増やしていきます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

0

0 0

0

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

②計画通りに実施できなかった

　新型コロナウイルス感染症の影響により、上牧町立図書館での啓発活動を例年より縮小したほか、ペガサスフェス
タでの啓発活動と、国の女性就業支援全国展開事業を利用したセミナーを中止しました。

0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　県や他市町村で行われている啓発活動、行事等を参考に、必要に応じて実施場所・期間の拡大、図書や冊子の展示以外の
啓発方法の検討、現状のニーズに沿った内容の講座やセミナーの実施等を行います。
　また、実施する場合は、消毒や検温等の新型コロナウイルス感染症対策をしながら行います。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　男女共同参画週間に令和2年度の実施内容を継承し、啓発活動を行います。また、県や他市町村を参考にして新たな啓発活
動の検討にも努めます。また、令和2年度に中止となった事業につきましても、消毒や検温等の新型コロナウイルス感染症対
策をしながら行います。

指標
（予定）

評価

家事・子育てや介護など責任を分かち合う家庭づくりの推進

　このように男女の平等が求められていることから、現状のニーズに沿った啓発活動を行う必要があり、実施する場合も、消毒や検温
等の新型コロナウイルス感染症対策を行いながら事業を計画する必要があります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　女性の社会進出が進んでいるにも関わらず、内閣府の世論調査（令和元年9月調査）では約40％の男性が「夫は外で働き、妻は家庭を
守るべきである」と考えており、男性が家事をする時間は世界的にもかなり低い水準です。
　さらに配偶者やパートナーからのDVに関しては、全国の配偶者暴力相談支援センターへの相談件数は年々増え続けて、令和元年度時
点でも年間約12万件（前年度比約5,000件増）を超えており、その上、令和2年度はコロナ禍の影響によるストレス・生活不安から、4～
11月時点での集計だけでも相談件数は13万件を超えているとの報告があります。
　これらの現状や、男女共同参画社会の形成の促進を図る各種行事が全国的に実施されていることもあり、男女共同参画社会の形成に
対するニーズは高まってきています。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　男女共同参画週間において、上牧町では6月23日から6月28日の期間中、上牧町立図書館の一角を利用して関係ポスターや図書を展示
することにより、男女共同参画の理念について理解を深める啓発活動を行うことができました。
　しかし、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、男女共同参画に関する冊子やパンフレット等の配布を取りやめるなど、例年よ
り規模を縮小して実施しました。
　また、ペガサスフェスタにて、人権啓発コーナーの一角を利用したチラシ等での啓発活動と国の女性就業支援全国展開事業を利用し
たセミナーを予定していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により中止しました。
　その他、法務局が実施している、配偶者やパートナーからのDV等の女性の人権に関わる問題全般についての相談を行う全国一斉「女
性の人権ホットライン」強化週間について広報誌に掲載したほか、国が実施している、性暴力に関するSNS相談「キュアタイム」につい
てLINEやFacebookにて広報するなど、コロナ禍で啓発活動が制限される中でも、SNS等も活用しながら啓発活動に努めました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

⑦

④

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

②計画通りに実施できなかった

　県女性センターが主催する研修や女性の人権に関する人権問題の研修等に、業務担当外の職員も数回の参加をする
ことができましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの研修等が中止となりました。

0

0 0

0

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

社会教育課

生涯学習推進係

H30

性別に関わらず、仕事や家庭、地域活動等の様々な場面で活躍の機会が確保され、お互いを尊重し合いながらともに責任を担い、意欲
に応じてあらゆる分野で活躍できるまちを目指します。

【男女共同参画計画の策定】

　県が作成した男女共同参画策定マニュアルや他の奈良県内の男女共同参画計画をもとに、令和2～3年度にかけて、既に本町で策定し
ている各種計画、施策のデータ等の把握や、計画策定に必要となる情報の収集、分析を行います。
　また、県女性センターが主催する研修や、女性の人権に関する人権問題の研修等に業務担当外の職員も参加し、男女共同参画に対す
る理解を深めます。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

基本施策

施策の展開方向

タイトル

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期） H29

事
業
費

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

男女共同参画

誰もが参画しやすく安心し暮らせる地域づくりの推進

総合戦略 の取組

男性も女性も意欲に応じてあらゆる分野で活躍できるまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 54ページ

0 0
合　計

R01

H29（決算）R03時点 H30（決算）

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

0

0

実績値

0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

　引き続き、県が作成した男女共同参画策定マニュアルや他の奈良県内の男女共同参画計画をもとに、計画策定に必要となる情報の収
集、分析を行うことに加えて、計画策定に必要な審議会等の規則の制定や、計画書の作成方法の検討等を行います。
　研修等については、新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、担当課全員の意識向上のために、業務担当者のみならず、業務担
当外の職員も引き続き参加できるよう対応します。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　男女共同参画社会の形成の促進を図る各種行事が全国的に実施されています。上牧町でも、男女が共に様々な役割に参加し、一人ひ
とりが豊かな人生となるよう男女共同参画社会の実現に向け、啓発活動を強化していく必要があります。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　前年度に引き続き、県が作成した男女共同参画策定マニュアルや、他の奈良県内の男女共同参画計画をもとに、当町の現状や課題分
析をするために必要なデータ、そのデータで判明した課題への対応等の情報を得るために、各市町村の計画書の精査を行いました。
　また、県女性センターが主催する研修や、女性の人権に関する人権問題の研修等に業務担当外の職員も参加する予定をしていました
が、新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの研修等が中止となりました。
　しかし、感染症対策を行いながら実施されたいくつかの研修には参加したほか、オンラインで開催された女性の人権に関する研修を
課員で閲覧するなど、コロナ禍で研修等の機会が少なる中でも、職員の男女共同参画に対する理解を深めました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

誰もが参画しやすく安心し暮らせる地域づくりの推進

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　令和4年度の計画策定に向けて、計画策定に必要となる情報の収集、分析を行うことに加えて、計画策定に必要な審議会等
の規則の制定や、計画書の作成方法の検討等を行います。
　研修等については、新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、担当課全員の意識向上のために、業務担当者のみなら
ず、業務担当外の職員も引き続き参加できるよう対応するほか、今後は役場職員全体が参加する職員研修等についても検討
します。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　令和4年度の計画策定に向けて、計画策定に必要となる情報の収集、分析を行うことに加えて、計画策定に必要な審議会等
の規則の制定や、計画書の作成方法の検討等を行います。
　研修等については、新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、担当課全員の意識向上のために、業務担当者のみなら
ず、業務担当外の職員も引き続き参加できるよう対応します。

指標
（予定）



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

⑧

①

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

R01
（2019年）

200

ー
170 200

R03
（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

1,646

1,414

実績値

329

329 330

329 330
合　計

R01

H29（決算）R03時点

差別をなくす町民集会

H30（決算）

330 329

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期）

329

H29

事
業
費

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

人権啓発・平和

人権意識の啓発・人権教育

総合戦略 の取組

一人ひとりの人権が尊重され平等で平和を願うまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 56ページ

基本施策

施策の展開方向

タイトル

109 317329

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

329 329

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

社会教育課

生涯学習推進係

H30

誰もが豊かに生きるために、お互い一人ひとりの人権を尊重し合い、平和への願いを持ち、人と人とのつながりのなかでともに生き、
支え合えるまちを目指します。

【人権意識啓発の継続実施】【社会教育と連携した人権教育の実施】

　憲法に保障されている基本的人権の尊重を基本理念とする人づくり、社会づくりを進めるために人権学習等を中心に人権活動、人権
に関する意識向上、啓発に取り組みます。取組内容として、差別をなくす強調月間（毎年7月）に差別をなくす上牧町民集会を実施し、
一人ひとりの人権意識を高めるとともに、あらゆる人権問題への正しい理解と認識を深めるための講演会を行います。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

差別をなくす強調月間・上
牧町民集会の参加者数

参加者数 人 155 190

330

109 317

329

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

④計画を変更して実施した

　町民集会は新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、1年間延期することになりましたが、啓発リーフレット配布、
広報への掲載等、新しい取組を実施しました。

329 329

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

329

実績値



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

KPI

ー

ー

ー

ー

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　町民集会は、2000年会館からペガサスホールに会場を変更する、人数制限を設けるなど、新型コロナウイルス感染症予防
対策を万全に行い計画します。
　「差別書き込みに対応するインターネットステーションの取組」の見識を深めたり、県の組織と連携したりするなどの取
組を計画したいと考えています。「同和地区問い合わせ」等に対する窓口対応や、差別事象への取組について、職員の人権
意識を高める研修を企画します。

200人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　7月9日に元朝日放送アナウンサー三代澤康司さんを招いて差別をなくす町民集会「人生は、ドッキリ！ハッキリ！～ラジ
オから見える人とのつながり～」を開催します。ペガサスホールを会場とし、申込制で人数制限を設け、検温、座席番号報
告等、新型コロナウイルスの感染症予防対策を万全にして実施します。
　また、啓発パンフレットの配布や、広報による啓発、「人権メッセージ」募集を町民に募集するなど取組を広げます。
　差別事象対応マニュアル作成や、差別事象対応研修の実施に向けて取り組みます。

指標
（予定）

差別をなくす強調月間・上牧町民集会の参加者数

評価

人権意識の啓発・人権教育

　町民集会については、新型コロナウイルス感染症予防対策を取りながら、広い会場を確保したり、開催条件を工夫するなどして実施
の方向を検討する必要があります。新型コロナウイルスの感染拡大が収まらない場合にあっても、情勢に応じてできることを探ってい
くことが必要です。また、インターネットによる差別書き込みやSNSによる差別扇動の問題については、情報収集を積極的に行うことや
研修の機会を求めていく必要があると考えます。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　平成28年度人権三法（障害者差別解消法、ヘイトスピーチ解消法、部落差別解消推進法）が施行され、その後、人権に関係した条例
等、法整備が年々進められてきており、差別をなくすための施策と行動をさらに充実させなければならない責任が増してきたと考えら
れます。インターネットによる差別書き込みやSNSによる差別扇動、庁舎の窓口への「同和地区問い合わせ」等に加えて、昨年度からは
「コロナ差別」も大きな社会問題となってきており、それに対応した取組や組織づくりが求められています。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で中止したために、町民集会としての成果は得られませんでした。当初予定していた講師、朝日
放送アナウンサー三代澤康司さんについては、1年先に延期して依頼することにしました。町民集会に代わる取組として、啓発パンフ
レットを社会教育課の講座等で配布したり、人権教育関係の研修会の紹介を広報で案内したりしました。奈良県が行っている「人権
メッセージ」募集を町民に広報するなどにも取り組みました。
　また、「コロナ差別」の問題について、町ホームページに「新型コロナウイルス感染症に関する人権への配慮について」を掲載した
り、広報に関係したメッセージを載せるなど啓発に取り組みました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた



上牧町第5次総合計画評価シート

1．事業概要「PLAN（計画）」

②

⑧

②

2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（R02時点）

（R03時点）

●KPIの状況

※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み

0 0

指標の説明
（算定根拠・方法）

単位
H27

（2015年）
【基準値】

R02
（2020年）

目標値

0

実績値

成果指標名

令和2年度
実施結果

実施状況

説明
（①以外を選択した
場合、理由や取組内
容について記載）

④計画を変更して実施した

　新型コロナウイルスの感染拡大により、3月から学校が休校となり、年度当初のポスター・標語の募集ができなくな
りました。(5月初旬に県提出締切）。そのため、中央公民館へのポスター展示(7月実施予定）も実施できませんでし
た。
　こうした状況を踏まえ、令和2年度以降は、次の年度の募集が8月にあるため、各校への依頼を8月に行い、年度中に
取組をしてもらうように変更しました。

0

0 0

0

関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

社会教育課

生涯学習推進係

H30

誰もが豊かに生きるために、お互い一人ひとりの人権を尊重し合い、平和への願いを持ち、人と人とのつながりのなかでともに生き、
支え合えるまちを目指します。

【住民の人権活動の支援】

　憲法に保障されている基本的人権の尊重を基本理念とする人づくり、社会づくりを進めるために人権学習等を中心に幼少期から人権
教育を通して子どもの人権に関する意識向上を図り、人権感覚の醸成に取り組みます。毎年各小学校に人権啓発ポスター、各中学校に
人権啓発標語の提出を依頼し、代表作品を県に提出しています。提出されたポスターはすべて、差別をなくす強調月間（毎年7月）の
間、中央公民館に掲示して、一人ひとりの人権意識の高揚につなげています。

R02 R03

目標（値）

目標（値）

独自の指標

備考

指標①

目標（値）

基本施策

施策の展開方向

タイトル

R01（決算） R02（決算） R03（予算）

事業年度

想定される取組

令和2年度
実施予定

R02時点（中長期） H29

事
業
費

項目/年度

住民福祉―ともに支え合い健やかでときめきがうまれるまちづくり―

人権啓発・平和

鋭い人権感覚の醸成

総合戦略 の取組

一人ひとりの人権が尊重され平等で平和を願うまち

指標③

指標②

総合計画掲載ページ令和2年度 56ページ

0 0
合　計

R01

H29（決算）R03時点 H30（決算）

R01
（2019年） R03

（2021年）
【目標値】

R08
（2026年）

【最終目標値】

5年間累計

5年間累計

0

0

実績値

0



3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ □ ■

■ □ □

■ □ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

□ 現状のまま継続 ■ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）

ー

ー

ー

ー

ー

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標①

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

　人権啓発ポスター・標語の募集については、奈良県が今年度5月募集（R2)から4月募集（R3)に変更した（新型コロナウイルス感染症
対応の関係で）ばかりですが、令和4年度募集については、さらに6月募集へと変更される予定です。それに伴って、町での締切も変更
するかどうか検討しなければなりません。新型コロナウイルス感染症の影響で休校になったりすることを考えるならば、前年度に作品
を仕上げておくのが安全です。新年度に取組を始めると、締切に間に合わないことが起こる危険があります。作品に取り組む力量は新
年度の方が良いと思われます。また、学年表示も7月のポスター掲示の時に「現在の学年」表示で発表できるという利点もあります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

人権啓発ポスター　小学4年生141点　　県提出2点
　　　　　　　　　　　6年生161点　　県提出2点
人権標語　　　　　中学1年生190点　　県提出6点

　学校現場における人権侵害であるいじめや不登校等の問題についても、日々メディアで取り上げられています。また、「コロナ差
別」やSNS上の誹謗中傷等、新しい人権侵害の課題も大きな社会問題となってきていることからも、ニーズが増加していると考えます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　人権啓発ポスター・標語ともに、年度当初の取組ができなかったために、2学期以降に各校で取り組んでいただくよう変更して依頼し
ました。締切を年度末とし、次年度、中央公民館にポスターを掲示、県への代表作品も4月に出品することにしました。
　また、学校への依頼だけでなく、広報かんまきに掲載し、町民へポスターや標語を募集するなど、新しい取組を展開しました。
　町内数か所にある町の広告塔（看板）の塗替えに伴って、役場前駐車場の１面にH28年上牧中学校1年生の水谷奈央子さんの啓発標語
「『ありがとう』言葉ひとつで笑顔咲く」を表示しました。また、昨年提出された上牧小学校6年生稲田稀さんの啓発ポスターを広報に
掲載しました。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

事業の見直し余地
（改善点）

鋭い人権感覚の醸成

評価

今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　作品募集は、奈良県から募集要項が出される8月に合わせて、各校へ依頼をします。取り組む時期は各校の実情に合わせ
て、決定してもらうこととし、町での締切は5月末としたいと思います。

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　各小学校に人権啓発ポスター、各中学校に人権啓発標語の募集を依頼し（令和3年8月）、令和4年5月末に集約します。中
央公民館へのポスター展示(7月実施予定）は、令和3年3月末に提出されたポスターを展示します。
　広報かんまきに掲載し、町民へ人権ポスターや標語を募集するなどの取組を展開します。提出された作品の活用につい
て、人権関係集会の冊子への掲載等を実施していきたいと考えます。

指標
（予定）
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1．事業概要「PLAN（計画）」
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2．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）
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※「R02（決算）」は検証時点では決算見込み
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関連部局

担当課

担当係

総合計画上の
位置づけ

目指す姿

政策

秘書人事課

秘書広報係

H30

誰もが豊かに生きるために、お互い一人ひとりの人権を尊重し合い、平和への願いを持ち、人と人とのつながりのなかでともに生き、
支え合えるまちを目指します。

【平和祈念パネル展等の啓発事業の実施】

　戦争の悲惨さを後世へ語り継ぐとともに、命の尊さを訴え、「恒久平和」を願い、平和に対する意識を高める啓発として平和祈念資
料展を開催します。令和2年度については、8月1日から15日までの期間、ペガサスホールにおいて、「もう・・・あの悲涙(なみだ)は流
すまい　75回目の夏　－ナガサキー」に焦点をあてた資料展を実施します。
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3．事業の分析「CHECK（評価）」

□ ■ □

■ □ □

□ ■ □

4．今後の方向性「ACTION（改善）」

■ 現状のまま継続 □ 見直しして継続 □ 一時休止 □ 廃止・中止 □ 完了

□ 特になし ■ 改善点あり（下の枠に改善内容を記載してください。）
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ー
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今後の
方向性

施策展開

改善内容
（改善点に対する
改善方法等）

　戦争という悲劇を繰り返さないための啓発活動としても重要であるとともに、命の尊さや残された者の悲しみを認識する
ことで、ひいては犯罪や非行、いじめ等の防止にもつながると考えますので、今後も継続して取り組んでいくとともに、特
に若年層の来場者数を増やすための方策について検討していきたいと考えます。

280人

令和3年度
実施予定

（改善内容を踏まえて
記載してください。）

（時期：　　　　　）

　令和3年度も引き続き、8月にペガサスホールにおいて「沖縄戦とひめゆり学徒隊」に焦点をあてた平和祈念資料展を開催
します。開催に際しては、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、入場者の手指消毒の徹底、検温、場合によっては
入場制限を行うなどの対策を講じた上で開催します。また、報道各社の後援を取りつけ、集客につなげます。

指標
（予定）

平和祈念資料展の来場者数

事業の見直し余地
（改善点）

評価

　事業そのものについては見直しの余地はないと考えますが、毎年資料展に来場されるのはリピーターの方が多いため新規の来場者を
増やす工夫が必要であると考えます。積極的なプレスリリースを含め、周知方法や運営、プログラム等については、今後他の市町村の
事例等も参考にしながら改善を図ります。

実績（値）

●事業の分析（評価の根拠・理由）

●事業の分析（データ：表・グラフ等）※根拠を示すものや内容を補足するものがあれば貼り付けてください。

評価の根拠及び理由

　北朝鮮による核実験の実施や中国による尖閣諸島領海侵入により、日本国家の安全や平和が脅かされつつあり、関心も高まっている
と考えます。

ニーズの方向性

評価 A.増加する傾向にある B.現状と変わらない C.減少する傾向にある

評価の根拠及び理由

評価

　令和2年度は長崎に焦点をあてた平和祈念資料展を8月1日から15日まで開催し、285人の方に来場いただきました。今回は長崎原爆資
料館（長崎市）の協力で原爆投下直後の写真41点を展示しました。また、アンケート調査では「戦争の記憶を引き継いでいくことで戦
争の悲惨さ、平和の尊さを認識できると思います」（40代男性）「戦争は人を傷つける。戦争をしてはいけない。長崎県と広島県のか
なしみを忘れません」（12歳男性）「とても胸がしめつけられました。ほんとうにこんな事があったかと思うと信じられない気持ちで
す。二度とこんな事があってはいけないです」（60歳女性）等の意見が多数を占め、平和への意識が高まったと認識しており、意識啓
発として目標の成果が得られたと考えます。

独自の指標③

A.見直す余地がありすぐに実施 B.見直す余地があるが時間が必要 C.見直す余地がほとんどない

達成度

独自の指標② 実績（値）

B.概ね目標の成果が得られた

実績（値）独自の指標① 　

C.目標とする成果は得られなかったA.目標よりも大きな成果が得られた

平和に対する意識啓発の推進
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【平和祈念資料展来場者数（人）】
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